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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

北
米
最
大
の
日
本
映
画
の
祭

典
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
﹂。

第
16
回
は
７
月
26
日
︵
水
︶
か

ら
８
月
６
日
︵
日
︶
ま
で
開
催

さ
れ
、
主
催
す
る
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
６
月
20
日
、

全
上
映
作
品
を
発
表
し
た
。

セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
・
フ
ィ

ル
ム
︵
映
画
祭
の
最
注
目
作

品
︶
に
は K

E
N

T
A

R
O

 

監

督
の
﹃
タ
ー
コ
イ
ズ
の
空
の
下

で
﹄
を
選
出
。
主
演
を
務
め
た

柳
楽
優
弥
が
来
米
し
、
日
本
映

画
へ
の
功
績
を
称
え
贈
ら
れ
る

C
U

T
 A

B
O

V
E

 

賞
が
授
与
さ

れ
る
。

　

こ
の
作
品
は
柳
楽
優
弥
に

と
っ
て
の
初
の
国
際
共
同
製

作
。
裕
福
な
家
庭
で
育
っ
た
青

年
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
大
草
原
で

の
旅
を
通
し
、
自
分
を
見
つ
め

直
す
と
い
う
役
柄
を
演
じ
て
い

る
。
同
映
画
の
上
映
は
８
月
４

日
︵
金
︶
午
後
７
時
と
５
日

︵
土
︶
午
後
３
時
30
分
か
ら
の

２
回
。
４
日
の
上
映
後
は
﹁
セ

ン
タ
ー
ピ
ー
ス
・
パ
ー
テ
ィ
﹂

を
開
催
、 C

U
T

 A
B

O
V

E
 

賞

の
授
与
式
が
行
わ
れ
る
。
5
日

は
﹁
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
﹂
と
銘

打
ち
特
別
上
映
さ
れ
る
。
柳
楽

はK
E

N
T

A
R

O
 

監
督
と
共
に

両
日
登
壇
予
定
。
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U
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K
T

R
FILM

S
柳
楽
にCUT ABOVE

賞

﹁
タ
ー
コ
イ
ズ
の
空
の
下
で
﹂
主
演

　

連
邦
最
高
裁
は
6
月
29
日
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
ノ
ー
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
大
学
の
入
試
選
考
で

黒
人
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を

優
遇
す
る
積
極
的
差
別
是
正
措

置
︵
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
︶
を
違
憲
と
判
断
し

た
。
憲
法
修
正
第
14
条
の
﹁
法

の
平
等
な
保
護
条
項
﹂
に
違
反

し
て
い
る
と
し
、
ロ
バ
ー
ツ
最

高
裁
長
官
は
﹁
学
生
は
人
種
で

は
な
く
、
経
験
に
基
づ
く
個
人

と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
の
見
解
を
示
し
た
。

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
﹁
最
高

裁
の
判
決
に
強
く
反
対
す
る
。

こ
れ
は
正
常
な
裁
判
所
で
は
な

い
﹂
と
激
し
く
非
難
す
る
一

方
、
次
期
大
統
領
選
で
再
選
を

目
指
す
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏

は﹁
誰
も
が
待
ち
望
ん
で
い
た
。

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
日
だ
﹂
と
絶
賛
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
大
統
領
在
任
中
に
保

守
派
３
人
を
最
高
裁
判
事
に
指

名
し
た
こ
と
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
３

人
、
保
守
派
が
６
人
と
保
守
が

優
位
に
な
り
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
大
に
対
し
て
は
６
対
３
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
対
し
て
は

６
対
２
で
違
憲
と
な
っ
た
。

裁
判
を
起
こ
し
た
の
は
、
保

守
派
の
活
動
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・

ブ
ラ
ム
氏
が
２
０
１
４
年
に
組

織
し
た
﹁
公
正
な
入
学
の
た
め

の
学
生
た
ち
︵
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ａ
︶﹂

と
い
う
団
体
。
入
学
選
考
に
不

満
を
持
つ
ア
ジ
ア
系
学
生
を
原

告
に
集
め
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
白
人
と
ア

ジ
ア
系
志
願
者
に
対
す
る
逆
差

別
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
私

立
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
と
公
立
の

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
を
相
手

取
っ
て
憲
法
訴
訟
を
起
こ
し

た
。
１
審
と
２
審
で
は
人
種
だ

け
を
根
拠
に
定
員
の
枠
を
定
め

る
の
は
違
憲
と
し
た
も
の
の
、

積
極
的
差
別
是
正
措
置
は
合
憲

と
し
て
大
学
の
主
張
を
認
め
た

が
、
最
高
裁
で
覆
っ
た
。
Ｓ
Ｆ

Ｆ
Ａ
の
関
係
者
は
﹁
ア
ジ
ア
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
勝
利
、
も

う
二
級
市
民
扱
い
は
さ
れ
な

い
﹂
な
ど
と
述
べ
、
勝
利
に
湧

い
て
い
る
。

し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
紙
は
１
日
、﹁
一
部
の
ア
ジ

ア
系
米
国
人
に
は
勝
利
で
は
な

い
﹂
と
伝
え
た
。
ア
ジ
ア
系
社

会
は
貧
富
の
差
が
大
き
く
、
貧

し
い
モ
ン
族
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア

の
難
民
と
そ
の
子
孫
は
判
決
を

非
難
し
て
い
る
と
報
じ
て
い

る
。

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

入
試
黒
人
優
遇
は
違
憲

最
高
裁
判
断
に
大
統
領
反
対
、
保
守
は
歓
迎

Ｎ
Ｙ
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
授
与
へ

表
し
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交

通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
に
よ
る
と
、

早
け
れ
ば
来
年
春
に
も
開
始
す

る
。
渋
滞
の
激
し
い
マ
ン
ハ
ッ

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
車
両

に
対
し
﹁
渋
滞
料
﹂
を
徴
収
す

る
こ
と
を
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク

ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
６
月
27
日
発

タ
ン
60
丁
目
か
ら
南
に
入
る
車

両
に
通
行
料
を
徴
収
す
る
。
料

金
は
こ
れ
か
ら
決
め
る
が
、
昨

年
８
月
に
作
成
さ
れ
た
計
画
書

で
は
ピ
ー
ク
時
で
最
大
23
ド

ル
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
で
最
大
17

ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
徴
収
は

橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
ト
ー
ル
代
と

同
じ
く
Ｅ
Ｚ
パ
ス
を
使
う
。

　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

渋
滞
料
課
金
来
春
か
ら

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
車
両
に

https://nipponexpressusa.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://www.slidemethod.com/countdown
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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松江の魅力をNYでPR

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
は
17
日
︵
月)

、18
日
︵
火
︶

の
両
日
、
松
江
市
と
共
催
で

特
別
企
画
﹁G

et to K
now

 
Japan Series:

〜
松
江
市
〜
﹂

を
開
催
す
る
。﹁
水
の
都
﹂
と

し
て
知
ら
れ
る
歴
史
あ
る
松
江

市
は
、
日
本
の
西
部
、
北
は
日

本
海
に
面
し
、
宍
道
湖
と
中
海

の
2
つ
の
湖
を
有
す
る
、
周
辺

す
べ
て
に
水
辺
が
あ
る
自
然
豊

か
な
場
所
。
島
根
県
の
県
庁
所

在
地
で
あ
る
風
光
明
媚
な
街

は
、
全
国
で
5
つ
し
か
な
い
国

宝
天
守
の
一
つ
﹁
松
江
城
﹂
で

知
ら
れ
て
い
る
。
特
別
企
画
で

は
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
の
あ

る
松
江
市
の
魅
力
を
2
日
間
に

渡
り
紹
介
す
る
。

　

17
日
は
、
午
後
６
時
30
分
か

ら
﹁
歴
史
あ
る
城
下
町
と
茶
の

湯
文
化
﹂
と
題
す
る
講
演
と
実

演
が
あ
る
。﹃
出
雲
国
風
土
記
﹄

に
も
登
場
す
る
名
湯
﹁
玉
造
温

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
マ
カ
リ
︵
３
番
街
97
番
地
、

12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
︶で
は
、

古
い
着
物
の
生
地
を
使
い
、
一

つ
一
つ
手
作
り
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
﹁
お
め
か
し
ウ
サ
ギ
﹂

︵
45
ド
ル
︶
の
販
売
を
開
始
し

た
。
微
笑
ん
だ
ウ
サ
ギ
が
さ
ま

ざ
ま
な
柄
の
絹
１
０
０
％
の
着

物
を
ま
と
っ
た
様
子
は
ま
る
で

﹁
ウ
サ
ギ
の
成
人
式
﹂。
う
さ
ぎ

年
︵
卯
年
︶
の
今
年
生
ま
れ
た

子
供
へ
の
お
祝
い
や
、
卯
年
生

ま
れ
の
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

喜
ば
れ
そ
う
な
商
品
だ
。

　

開
店
時
間
は
正
午
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
。
月
曜
定

休
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.them

akari.
com

を
参
照
す
る
。

着
物
を
着
た
ウ
サ
ギ
人
形

﹁
お
め
か
し
ウ
サ
ギ
﹂

Ｎ
Ｙ
の
マ
カ
リ
で
発
売

泉
﹂
、
広
大
な
日
本
庭
園
﹁
日

本
庭
園　

由
志
園
﹂、
神
秘
的

な
鏡
の
池
が
あ
る
﹁
八
重
垣
神

社
﹂、
世
界
で
も
珍
し
い
花
と

鳥
の
公
園
﹁
松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル

パ
ー
ク
﹂
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
名
所
が
松
江
市
に
は
あ
る

が
、
松
江
市
は
、
武
家
屋
敷
や

茶
室
、
松
江
城
な
ど
、
歴
史
に

も
彩
ら
れ
た
街
だ
。
１
６
１
１

年
に
完
成
し
た
松
江
城
は
、
創

建
当
時
の
天
守
閣
を
今
も
な
お

残
す
全
国
で
も
数
少
な
い
城
の

ひ
と
つ
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

松
江
市
長
の
上
定
昭
仁
氏
＝
写

真
＝
が
松
江
の
魅
力
で
あ
る
武

家
文
化
の
歴
史
、豊
か
な
自
然
・

文
化
遺
産
、
そ
し
て
魅
力
的
な

地
元
の
食
文
化
を
紹
介
す
る
。

　

レ
ク
チ
ャ
ー
後
に
は
松
江
市

の
職
人
に
よ
る
松
江
の
お
茶
・

和
菓
子
文
化
を
学
べ
る
ラ
イ
ブ

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開

催
す
る
。レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

松
江
の
美
味
し
い
お
茶
や
お
菓

子
、
地
酒
な
ど
を
試
食
試
飲
が

で
き
る
。
ま
た
、参
加
者
に
は
、

松
江
市
か
ら
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
。
参
加
費

は
一
般
23
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
・

シ
ニ
ア
・
学
生
18
ド
ル
。

　

２
日
目
の
18
日
に
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
﹁
抹
茶
と
和
菓
子
・

松
江
の
お
茶
文
化
﹂
が
午
後
６

時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

松
江
市
は
、
抹
茶
と
和
菓

子
を
中
心
と
し
た
茶
の
湯
文

化
で
も
有
名
な
都
市
で
、
京

都
・
金
沢
と
並
ぶ
日
本
三
大
菓

子
処
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
大
名
茶
人
で
あ
っ
た
松
江

藩
松
平
家
７
代
藩
主
・
松
平

治
郷 (
不
昧
公) 

が
茶
道
﹁
不

昧
流
﹂
を
大
成
さ
せ
た
こ
と

で
、
茶
の
湯
文
化
が
浸
透
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
抹
茶
を
点

て
、
松
江
ら
し
い
上
品
な
和
菓

子
の
作
り
方
を
学
ぶ
。
参
加

費
は
一
般
85
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
・
シ
ニ
ア
・
学
生
68
ド
ル 

。

ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
・
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
、

Ｊ
Ｓ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト w

w
w

.
japansociety.org

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
17
、
18
日

上
定
市
長
が
来
米

https://sobaya.square.site/
mailto:meiseimotors@aol.com
tel:2122136069
https://www.japansociety.org
https://www.hondag.com
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.themakari.com
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ワ
シ
ン
ト
ン
広
場
の
噴
水
の

周
り
の
地
面
に
直
径
３
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
チ
ョ
ー
ク
で
描
か
れ

た
円
。
そ
こ
に
は
、
キ
ス
ス
ポ

ッ
ト
、
笑
い
ス
ポ
ッ
ト
、
癒
し

ス
ポ
ッ
ト
、
悟
り
ス
ポ
ッ
ト
、

詩
の
ス
ポ
ッ
ト
、
ハ
イ
フ
ァ
イ

ブ
の
ス
ポ
ッ
ト
、
ハ
グ
の
ス
ポ

ッ
ト
な
ど
、
愉
快
で
楽
し
い
タ

イ
ト
ル
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
モ
レ

ロ
の
作
品
だ
。
２
０
１
０
年
ご

ろ
か
ら
チ
ョ
ー
ク
画
を
描
き
始

め
た
と
い
う
。
ス
ポ
ッ
ト
を
描

い
た
後
、
モ
レ
ロ
は
し
ば
し
ば

一
歩
下
が
っ
て
人
々
の
反
応
を

見
守
る
。
﹁
人
々
の
行
動
や
振

る
舞
い
を
分
析
し
、
作
品
を

変
え
る
ん
だ
﹂
とU

ntapped 
N

ew
 Y

ork

に
語
っ
て
い
る
。

詩
の
ス
ポ
ッ
ト
と
描
か
れ
た
円

の
前
で
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で

詩
を
売
っ
て
い
た
即
興
詩
人
の

ブ
ル
ー
・
ジ
ェ
イ
・
ウ
オ
ー
カ

ー
さ
ん
に
詩
を
頼
ん
で
み
た
。

　

﹁
お
題
は
何
か
あ
る
？
﹂
と

聞
く
の
で
﹁
友
情
﹂
と
い
う
テ

ー
マ
で
作
詞
し
て
も
ら
う
。
１

分
ほ
ど
で
10
行
ほ
ど
の
詩
が
打

ち
上
が
っ
て
き
た
。﹁
泣
き
た

け
れ
ば
肩
を
貸
そ
う
、
心
配
事

に
は
耳
を
貸
そ
う
、
交
わ
し
た

約
束
と
友
情
は
永
遠
だ
﹂
と
い

う
よ
う
な
短
い
詩
を
書
い
て
く

れ
た
。

︵
1
日
午
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
広

場
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

サークルのスポット
即興詩人タイプ打つ

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
42
丁
目
、
グ

ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
の
横
に

あ
る
展
望
台
、
サ
ミ
ッ
ト
・
ワ

ン
・
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
︵
東
42

丁
目
45
番
地
︶
で
は
６
月
か
ら

10
月
ま
で
の
毎
月
１
回
、﹁
ア

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ナ
イ
ト
﹂
と

題
し
た
日
没
時
の
天
体
観
測
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地
上
か

ら
約
３
３
５
メ
ー
ト
ル
の
場
所

か
ら
、
ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
学
者

協
会 

︵
Ａ
Ａ
Ａ
︶
の
天
文
学
者

に
よ
る
案
内
で
、
最
新
式
の
望

遠
鏡
を
使
い
、
遠
い
銀
河
の
謎

に
迫
り
、
太
陽
系
の
不
思
議
と

出
会
う
。
２
０
２
１
年
秋
に
オ

ー
プ
ン
し
た
サ
ミ
ッ
ト
は
全
面

ガ
ラ
ス
と
鏡
張
り
の
91
階
か
ら

93
階
に
あ
る
展
望
台
で
、
フ
ロ

ア
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
景

色
を
ぐ
る
っ
と
３
６
０
度
楽
し

め
る
観
光
客
に
人
気
の
ス
ポ
ッ

ト
。

　

天
体
観
測
会
の
開
催
日
程
は

７
月
26
日
︵
水
︶
午
後
８
時
30

分
、
８
月
23
日
︵
水
︶
午
後
８

時
、
９
月
20
日
︵
水
︶
午
後
７

時
、
10
月
25
日
︵
水
︶
午
後
６

時
か
ら
。
雨
天
の
場
合
は
翌

日
に
開
催
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

su
m

m
itov

.com
/2

0
2

3
-

astron
om

y
-at-su

m
m

it/

を
参
照
。

高層ビルのサミットで
毎月1回天体観測会
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先

日
、

ハ

ド

ソ

ン
ヤ
ー
ド
のT

he 
Shed

に

て

故

坂

本

龍

一

の

バ

ー

チ

ャ

ル

ラ

イ

ブ
、

K
A

G
A

M
I

を

体

験
す
る
機
会
が
あ

っ
た
。
現
実
と
バ

ー
チ
ャ
ル
を
複
合

さ
せ
た
Ａ
Ｒ
︵
拡

張

現

実

︶﹂

空

間
。
天
井
が
高
く
、

広
々
と
し
た
薄
暗

い
部
屋
の
中
心
に
白
線
の
引

か
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
り
、
開

演
直
前
に
配
ら
れ
た
ヘ
ッ
ド

セ
ッ
ト
を
掛
け
て
鑑
賞
す

る
。
開
演
と
同
時
に
バ
ー
チ

ャ
ル
の
坂
本
龍
一
と
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
が
部
屋
の
中
心
に

浮
か
び
上
が
り
、
そ
れ
を
観

客
が
３
６
０
度
、
思
い
思
い

の
角
度
か
ら
鑑
賞
す
る
。
パ

ー
テ
ィ
ー
で
参
加
者
が
ピ
ア

ニ
ス
ト
を
取
り
囲
む
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
。
演
出
も
見
事
で
、

約
50
分
の
演
奏
時
間
中
、
曲

に
よ
っ
て
は
様
々
な
デ
ジ
タ

ル
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
Ｖ
Ｒ
に

加
え
ら
れ
た
り
、
坂
本
龍
一
の

演
奏
す
る
背
景
の
大
ス
ク
リ

ー
ン
に
古
い
映
像
が
流
さ
れ

た
り
す
る
。
楽
曲
の
素
晴
ら
し

さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ

の
ラ
イ
ブ
を
通
じ
て
私
が
得

た
最
も
大
き
な
収
穫
は
、
未
来

の
Ａ
Ｒ
の
可
能
性
を
確
信
し

た
こ
と
だ
っ
た
。
現
在
は
メ

タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ズ

︵
旧
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
︶
子

会
社
開
発
のM

eta Q
uest

が

販
売
し
て
い
る
が
、
数
年
前
か

ら
話
題
の
Ｖ
Ｒ
︵
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
︶
ゴ
ー
グ
ル

O
culus Q

uest 

2
を
装
着
す

る
と
、
自
分
が
生
活
し
て
い
る

現
実
世
界
か
ら
完
全
に
切
り

離
さ
れ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界

に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
。
言
い

換
え
れ
ば
、
バ
ー
チ
ャ
ル
画
像

が
目
の
前
に
広
が
る
一
方
で
、

現
実
的
に
は
﹁
目
隠
し
﹂
を

さ
れ
た
状
態
に
な
る
の
だ
。

正
直
、
こ
れ
に
は
少
な
か
ら

ず
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
︵
実

際
、
私
は
同
デ
バ
イ
ス
を
使

う
の
を
や
め
た
。お
そ
ら
く
、

こ
れ
か
ら
使
う
こ
と
も
無
い

だ
ろ
う
︶。
Ａ
Ｒ
は
違
う
体

験
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
今

回
の
ラ
イ
ブ
で
言
え
ば
、
ヘ

ッ
ド
セ
ッ
ト
を
通
じ
て
見
え

る
周
り
の
人
達
の
姿
は
、
フ

ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ
て
い
る

の
で
現
実
そ
の
ま
ま
と
は
言

え
な
い
が
、
充
分
に
存
在
を

認
識
す
る
こ
と
が
可
能
。
そ

れ
で
自
分
と
現
実
と
の
結
び

つ
き
が
確
認
で
き
、
安
心
す

る
の
だ
。
ユ
ー
ザ
ー
を
現
実

か
ら
切
り
離
す
の
で
は
な

く
、
現
実
を
デ
ジ
タ
ル
的
に

拡
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
を
上
か
ら
被

せ
て
い
く
Ａ
Ｒ
技
術
。
今
後
、

バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
は
、

急
速
に
こ
ち
ら
に
傾
い
て

い
く
気
が
す
る
。
人
は
結

局
の
と
こ
ろ
、
現
実
世
界

に
軸
を
置
く
生
き
方
を
変

え
る
こ
と
は
無
い
の
で
な

い
か
と
い
う
想
い
を
今
回

更
に
強
く
し
た
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶
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連
邦
最
高
裁
は
、
つ
い
に
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
違
憲
判
断
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
学
が

入
学
選
考
に
あ
た
っ
て
ア
フ
リ

カ
系
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
学

生
を
、
明
ら
か
に
優
遇
す
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
ち
な

み
に
、
各
大
学
の
名
誉
の
た
め

に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
だ

が
、
ア
フ
リ
カ
系
と
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系
に
関
し
て
は
、
確
か
に

入
学
選
考
で
は
優
遇
が
さ
れ
て

い
た
の
は
事
実
だ
。
だ
が
、
入

学
後
の
単
位
取
得
に
関
し
て

は
、
特
に
優
遇
は
さ
れ
て
は
い

な
い
。

　

あ
る
ア
フ
リ
カ
系
の
若
者
が

言
っ
て
い
た
の
だ
が
、
コ
ー
ネ

ル
大
学
に
合
格
し
た
時
は
﹁
あ

り
が
と
う
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂
と
思
っ
た

と
い
う
。
だ
が
、
入
学
後
は
コ

ー
ネ
ル
名
物
の
﹁
１
年
生
地
獄

の
秋
学
期
﹂
で
苦
労
し
て
ヘ
ト

ヘ
ト
に
な
り
﹁
世
の
中
、
そ
ん

な
に
甘
い
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
知

り
ま
し
た
﹂
と
言
っ
て
い
た
。

彼
の
場
合
は
、
そ
こ
を
何
と
か

乗
り
切
っ
た
よ
う
だ
が
、
仮
に

ど
う
し
て
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
行
け
な
け
れ
ば
、
下
位

の
大
学
に
転
校
す
る
と
い
う
チ

ョ
イ
ス
と
な
り
、
空
い
た
枠
に

は
反
対
に
他
大
学
か
ら
の
転
入

生
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。

　

反
対
論
者
は
﹁
白
人
へ
の
過

酷
な
人
種
差
別
﹂
だ
な
ど
と
息

巻
い
て
い
た
が
、
実
際
は
制
度

と
し
て
は
機
能
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
特
に
ア
フ
リ
カ
系
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
全
体
と
し
て

の
教
育
レ
ベ
ル
、
経
済
的
地
位

の
レ
ベ
ル
と
い
う
こ
と
で
は
、

ま
だ
ま
だ
﹁
是
正
が
必
要
﹂
だ

と
い
う
の
は
厳
然
た
る
事
実
で

あ
り
、
そ
う
考
え
る
と
今
回
の

判
決
に
は
全
く
賛
同
は
で
き
な

い
。

　

こ
の
判
断
だ
が
、
一
般
的
に

は
日
本
人
を
含
む
ア
ジ
ア
系

に
つ
い
て
は
﹁
損
を
し
て
い

た
﹂
の
だ
か
ら
、
今
回
の
違
憲

判
決
に
よ
っ
て
入
試
に
お
い
て

は
多
少
は
有
利
に
な
る
と
い
う

見
方
が
あ
る
。
果
た
し
て
本
当

に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？　

確

か
に
、
例
え
ば
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
加
盟
校
の
中
で
、
例
え
ば
前

述
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
出
願
し

た
場
合
に
、
履
歴
書
全
体
の
点

数
で
日
本
人
の
出
願
者
が
合
否

の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
上
に
い
た

と
す
る
。
そ
の
場
合
に
、
多
く

の
出
願
者
と
合
否
を
競
う
中
で

は
、
こ
れ
か
ら
は
ア
フ
リ
カ
系

と
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
を
優
先
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
理
屈
と
し
て
は
日

本
人
と
し
て
は
以
前
よ
り
有
利

に
は
な
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
実
際
に
そ
れ
で
日
本

人
が
ど
ん
ど
ん
ア
メ
リ
カ
の
名

門
大
学
か
ら
合
格
が
も
ら
え
る

か
と
い
う
と
、
そ
う
簡
単
で
は

な
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
今

年
、
２
０
２
３
年
３
月
末
に
最

終
合
否
発
表
の
あ
っ
た
﹁
ク
ラ

ス
・
オ
ブ
・
２
０
２
７
﹂
の
年

次
に
つ
い
て
言
う
と
、
合
否
と

い
う
こ
と
で
は
非
常
に
厳
し
い

結
果
と
い
う
声
が
多
い
。
今
年

の
現
象
と
し
て
は
人
種
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
全
員
が
影
響
を

受
け
た
の
だ
が
、
要
す
る
に
事

実
上
の
合
否
枠
が
縮
小
し
て
い

た
と
見
ら
れ
る
。
各
大
学
は
具

体
的
な
数
字
を
公
表
し
て
い
な

い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
ま

だ
残
っ
て
い
た
昨
年
の
段
階
で

﹁
合
格
し
た
が
入
学
を
１
年
延

期
す
る
﹂
と
い
う
﹁
ギ
ャ
ッ
プ

イ
ヤ
ー
﹂
を
選
択
し
た
学
生
の

率
が
高
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

分
、
今
年
の
合
格
者
を
減
ら
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　

今
年
の
問
題
は
あ
く
ま
で
一

時
的
な
問
題
だ
が
、
日
本
人
を

含
む
ア
ジ
ア
系
に
関
し
て
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
を
舞
台
に
し
た
訴

訟
に
よ
り
、
か
な
り
顕
著
な
形

で
合
否
判
定
に
お
け
る
デ
ー
タ

が
明
る
み
に
出
て
い
る
。
ハ
ー

バ
ー
ド
の
学
内
調
査
に
よ
れ

ば
、
あ
る
時
期
に
全
学
生
に
占

め
る
ア
ジ
ア
系
の
比
率
は
19
％

だ
っ
た
が
、
も
し
学
業
成
績
の

み
で
合
否
判
定
を
し
て
い
れ
ば

43
％
に
上
が
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
数
字
だ

け
を
見
れ
ば
人
種
差
別
と
怒
る

人
が
出
て
く
る
の
は
分
か
ら
な

い
で
は
な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
日
本
だ
け
で
な

く
東
ア
ジ
ア
全
体
の
文
化
と
し

て
、﹁
プ
レ
ゼ
ン
力
﹂﹁
デ
ィ
ベ

ー
ト
力
﹂
と
り
わ
け
﹁
異
な
る

意
見
の
相
手
と
建
設
的
な
議
論

を
す
る
能
力
﹂﹁
教
授
に
対
し

て
厳
し
い
論
戦
を
挑
む
姿
勢
﹂

と
い
う
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
に
関

し
て
は
、
18
歳
ま
で
に
訓
練
さ

れ
る
機
会
は
決
定
的
に
少
な
い

と
い
う
の
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
﹁
学
業
成
績
の
点

数
﹂
で
合
否
が
決
定
さ
れ
る
の

が
客
観
的
で
公
平
だ
と
い
う
の

は
東
ア
ジ
ア
独
自
の
文
化
と
も

言
え
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
同

じ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
点
数
の
グ
ル
ー
プ

で
、
ア
ジ
ア
系
の
場
合
は
半
数

し
か
合
格
し
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
悔
し
い
け
れ
ど
も
部
分

的
に
は
理
解
で
き
る
数
字
で
は

あ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、今
回
の﹁
ア

フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
廃
止
﹂
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
日

本
人
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
と

は
思
え
な
い
。
日
本
人
の
場
合

は
、﹁
よ
り
強
い
個
性
と
行
動

力
﹂
を
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
﹁
ア

ジ
ア
系
の
弱
点
を
知
り
つ
つ
、

ア
ジ
ア
と
い
う
文
化
へ
の
誇
り

は
捨
て
な
い
﹂
と
い
う
人
格
を

訴
え
る
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
、
そ
の
成
果
を
見
せ
る

と
い
う
の
が
名
門
大
学
合
格
へ

の
道
で
あ
ろ
う
。更
に
言
え
ば
、

日
本
人
・
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
と
し
て
も
、﹁
胸
の

張
り
方
﹂
と
し
て
﹁
名
誉
白
人
﹂

の
よ
う
に
振
る
舞
う
の
で
は
な

く
、
少
数
者
に
寄
り
添
う
﹁
正

し
さ
﹂
を
常
に
心
が
け
る
こ
と

が
結
果
的
に
地
位
向
上
に
繋
が

る
の
で
は
と
も
思
う
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

違
憲
判
決
、
日
本
人
へ
の
影
響

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦
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先
月
上
旬
に
カ
ナ
ダ
で
発
生

し
た
大
規
模
な
山
火
事
に
よ
り

Ｎ
Ｙ
市
内
の
空
が
オ
レ
ン
ジ
色

に
霞
が
か
っ
た
こ
と
が
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
が
、
こ
の
山
火
事

の
煙
が
中
西
部
を
覆
い
、
さ
ら

に
東
へ
移
動
し
た
た
め
、
６
月

29
日
か
ら
再
び
Ｎ
Ｙ
の
大
気
が

悪
化
し
た
。
こ
の
日
の
大
気
質

指
数
︵
Ａ
Ｑ
Ｉ
︶
は
約
90
で

あ
っ
た
が
、
午
後
２
時
に
は

１
０
５
ま
で
上
昇
。
翌
日
30
日

午
後
４
時
に
は
１
６
７
と
な
っ

た
。

　

環
境
保
護
庁
の
追
跡
シ
ス
テ

ム
︵A

irnow
.gov

︶
に
よ
る

と
、
こ
の
数
値
は
﹁
敏
感
な

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
不
健
康

︵unhealthy for sensitive 
groups

︶
﹂
と
見
な
さ
れ
る
。

６
月
の
際
は
Ａ
Ｑ
Ｉ
が
４
０
０

台
後
半
ま
で
上
昇
し
、
Ｎ
Ｙ

は
﹁
地
球
上
で
最
も
空
気
が
汚

染
さ
れ
た
都
市
﹂
と
な
っ
て
い

た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
２
３
５
も

の
地
域
で
山
火
事
が
い
ま
だ
制

御
不
能
の
ま
ま
燃
え
て
い
る
と

い
う
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
州
知

事
と
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ
市
長
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に

向
け
、
大
気
汚
染
の
予
防
措
置

を
と
る
よ
う
勧
告
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
や
高
齢
者
、
循
環
器
系

お
よ
び
呼
吸
器
系
の
既
往
症
が

あ
る
人
は
注
意
が
必
要
と
強

調
。屋
外
で
の
活
動
を
制
限
し
、

屋
外
で
は
Ｎ
95
な
ど
の
高
品
質

の
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
勧

め
て
い
る
。
Ａ
Ｑ
Ｉ
が
１
５
０

を
超
え
た
場
合
は
、
全
て
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
こ
う
し
た
行

動
を
取
る
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。
Ｎ
95
マ
ス
ク
は
消
防
署
や

Ｎ
Ｙ
市
警
の
分
署
、
保
健
活
動

セ
ン
タ
ー
︵N

eighborhood 
H

ealth A
ction

 C
en

ter

︶

で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

山
火
事
の
煙
再
び

高
品
質
マ
ス
ク
奨
励

NY市

　

カ
ナ
ダ
山
火
事
が
原
因
の
大

気
汚
染
に
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
小
さ
い
ハ
エ
の
よ
う
な
虫

が
大
発
生
し
て
い
る
。 

　

６
月
28
日
ご
ろ
か
ら
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
自
転
車
走
行
、

散
歩
を
し
て
い
た
市
民
、
地
下

鉄
利
用
者
が
群
れ
に
な
っ
て
雲

の
よ
う
に
移
動
す
る
虫
を
見
た

と
Ｎ
Ｙ
市
に
報
告
し
、
息
も
し

辛
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
非
営

利
団
体
ザ
・
シ
テ
ィ
が
配
信
し

た
１
日
付
の
記
事
は
、
薄
い
緑

と
白
の
同
昆
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ

で
あ
る
と
伝
え
た
。
ア
ブ
ラ
ム

シ
は
群
れ
で
い
く
つ
も
の
段
階

を
同
期
に
迎
え
、
羽
が
生
え
る

今
の
時
期
は
特
に
数
が
増
加
す

る
が
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物

館
の
昆
虫
学
者
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

グ
リ
マ
ル
デ
ィ
氏
は
同
現
象
に

つ
い
て
﹁
健
全
な
環
境
﹂
の
証

で
あ
る
と
話
し
て
い
る
。
ど
ん

な
種
類
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
の

か
、
な
ぜ
今
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
い
る
の
か
は
ま
だ
わ
か
っ
て

い
な
い
。　
　
　
　

　

コ
ー
ネ
ル
・
コ
ー
ペ
ラ
テ
ィ

ブ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
都

市
農
業
専
門
家
、
サ
ム
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
氏
は
﹁
庭
に
よ
く
い

る
ア
ブ
ラ
ム
シ
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
の
葉
の
樹

液
を
食
べ
る
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
ア

ブ
ラ
ム
シ
で
は
な
い
か
﹂
と
推

測
し
て
い
る
。
ま
た
﹁
こ
れ

ら
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
反
応
し

て
、
て
ん
と
う
虫
や
他
の
昆
虫

が
大
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り

え
る
﹂
と
述
べ
た
。
虫
の
専
門

家
た
ち
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
写
真
を
共
有
し

な
が
ら
、
こ
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

種
類
を
特
定
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

大
気
を
舞
う
の
は 

煙
の
次
に
虫
の
群
れ

　

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
廃
止
で
恩
恵
を
受
け
る

の
は
英
語
に
堪
能
で
裕
福
な
高

学
歴
の
イ
ン
ド
お
よ
び
中
国
系

と
み
ら
れ
、
実
際
、
訴
訟
を
起

こ
し
た
Ｓ
Ｆ
Ａ
の
原
告
は
裕
福

な
中
国
系
移
民
ば
か
り
だ
。

　

制
度
廃
止
で
、
大
学
に
は
ア

ジ
ア
系
が
さ
ら
に
増
え
、
黒
人

お
よ
び
中
南
米
系
は
減
る
と
見

ら
れ
る
が
、
裕
福
な
白
人
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
恩
恵
を
受
け
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
米
国
の

有
名
私
立
大
学
で
は
裕
福
で
著

名
な
家
の
志
願
者
を
優
遇
す
る

﹁
レ
ガ
シ
ー
選
考
﹂
が
あ
る
が
、

６
月
30
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
は
、﹁︵
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
な
く

な
る
一
方
︶
こ
れ
が
そ
の
ま
ま

残
る
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
人
種
の

低
所
得
学
生
と
そ
の
家
族
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
に
な
る
﹂
と

い
う
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
ダ
レ

ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
会
長
の
寄
稿

を
掲
載
し
た
。

　

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
は
１
９
６
１
年
に
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
︵
民
主
党
︶
が
導

入
し
て
以
来
、
企
業
の
採
用
活

動
に
も
反
映
さ
れ
る
な
ど
社
会

に
浸
透
し
て
い
た
。
人
種
を
考

慮
し
た
入
学
選
考
は
教
育
の
多

様
性
を
生
み
出
し
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の

学
生
に
利
益
を
も
た
ら
す
と
さ

れ
、
２
０
１
４
年
の
最
高
裁
判

決
で
も
合
憲
と
さ
れ
た
。
た
だ

し
禁
止
は
で
き
る
と
し
た
。

　

逆
差
別
で
あ
る
と
の
主
張
も

強
く
あ
り
、
ア
リ
ゾ
ナ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
ニ

ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
ミ
シ
ガ

ン
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
ワ
シ
ン
ト

ン
の
９
州
で
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ

ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
。　

︵
１
面
に
記
事
︶

裕
福
な
白
人
が
恩
恵

ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
廃
止

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
火
事

地
下
電
気
設
備
か
ら
出
火

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
五
番
街
57

丁
目
に
あ
る
老
舗
宝
飾
店
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
の
旗
艦
店
で
６
月
29

日
開
店
前
の
午
前
９
時
38
分
に

火
災
が
発
生
し
た
と
の
通
報
を

受
け
消
防
車
が
出
動
し
た
。

　

こ
の
火
事
で
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
の
従
業
員
１
０
０
人
が
避
難

し
、
そ
の
う
ち
２
人
が
市
内
の

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
出
火
原

因
は
地
下
の
変
圧
器
と
見
ら

れ
、
午
前
中
昼
前
に
鎮
火
後
コ

ン
・
エ
ジ
ソ
ン
社
が
地
下
の
電

気
設
備
の
修
理
作
業
に
あ
た
っ

は
、
改
装
さ
れ
た
店
舗
を 

マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
最
大
級
の
店
舗 

と
称
し
て
い
た
。
改
装
に
か
か

る
費
用
は
不
明
。

　

同
店
は
１
９
４
０
年
か
ら
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
五
番
街
に
店
舗

を
構
え
、
初
め
て
の
全
面
的
な

改
装
を
行
う
た
め
２
０
１
９
年

か
ら
営
業
を
と
り
や
め
、
隣
ビ

ル
に
移
転
、
2
か
月
前
、
83
年

ぶ
り
の
改
装
を
経
て
営
業
を
再

開
し
た
ば
か
り
。

　

都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

こ
の
ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
鎖

し
て
い
た
駅
構
内
の
ト
イ
レ
の

利
用
を
今
夏
、
徐
々
に
再
開
す

る
と
発
表
し
た
。 

　

同
局
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
、

69
駅
の
全
１
３
３
か
所
の
公
衆

ト
イ
レ
を
閉
鎖
し
た
が
、
今
年

に
入
り
18
駅
が
利
用
を
再
開
し

て
い
る
。
今
月
３
日
か
ら
は
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
18
駅
36
か
所
、
９
月
４
日

の
レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
ま
で
に
は

す
べ
て
の
ト
イ
レ
が
利
用
可
能

に
な
る
。
各
駅
の
女
性
用
、
男

性
用
の
ト
イ
レ
の
利
用
時
間

は
、
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
、

清
掃
時
間
の
正
午
〜
午
後
１
時

は
利
用
で
き
な
い
。 

　

同
局
は
コ
ロ
ナ
禍
の
閉
鎖

中
、
モ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
サ
ー

付
き
の
蛇
口
や
ハ
ン
ド
ド
ラ
イ

ヤ
ー
、
ソ
ー
プ
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ

地
下
鉄
駅
ト
イ
レ 

今
夏
か
ら
す
べ
て
利
用
可
能
に 

イ
ン
ド
の
祭
日
デ
ィ
ワ
リ

Ｎ
Ｙ
市
公
立
学
校
休
日
に

初
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

市
警
暫
定
本
部
長
に

ー
、
照
明
、
扉
な
ど
の
交
換
、

タ
イ
ル
の
修
復
や
徹
底
的
な
清

掃
を
含
む
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
を
行
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ

ビ
ー
社
長
は
﹁
ト
イ
レ
の
再
開

で
、
さ
ら
に
快
適
な
地
下
鉄
の

利
用
を
提
供
で
き
る
﹂
と
伝
え

て
い
る
。

た
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
象
徴
的

な
ビ
ル
が
一
時
灰
色
の
煙
に
包

ま
れ
た
。Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
に
よ
る
と
、

新
し
く
改
装
さ
れ
た
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
の
店
内
に
煙
は
入
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。

　

４
月
に
発
表
さ
れ
た
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
６
月
27

日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
車

両
に
対
し
﹁
渋
滞
料
﹂
を
徴
収

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
全
米

最
大
の
都
市
が
﹁
よ
り
き
れ
い

な
空
気
、
よ
り
安
全
な
街
路
、

よ
り
良
い
交
通
機
関
の
実
現
を

先
導
す
る
﹂
と
述
べ
た
。

　

米
国
運
輸
省
の
一
部
門
で
あ

る
連
邦
道
路
管
理
局
が
23
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
主
に
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
一
部
の
有
料
道
路

を
通
じ
て
渋
滞
を
管
理
す
る

計
画
を
進
め
る
こ
と
を
承
認
。

２
０
０
７
年
に
当
時
の
ブ
ル
ー

ム
バ
ー
グ
市
長
の
提
案
か
ら
お

よ
そ
15
年
を
経
て
実
現
す
る
運

び
と
な
っ
た
。
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
に
よ
る

と
、
早
け
れ
ば
２
０
２
４
年
春

に
も
開
始
す
る
。
こ
の
種
の
措

置
は
ロ
ン
ド
ン
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
導
入

さ
れ
て
い
る
が
米
国
で
は
初
と

な
る
。

　

計
画
で
は
渋
滞
の
激
し
い
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
60
丁
目
か
ら
南
に

入
る
車
両
に
通
行
料
を
徴
収
す

る
。
た
だ
し
、
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
ド
ラ
イ
ブ
お
よ
び

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・
ハ
イ
ウ
エ

ー
は
課
金
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
、
バ
ッ
テ
リ

ー
パ
ー
ク
地
下
道
や
ウ
エ
ス
ト

ス
ト
リ
ー
ト
に
つ
な
が
る
ヒ
ュ

ー
・
Ｌ
・
キ
ャ
リ
ー
・
ト
ン
ネ

ル
の
地
上
道
路
部
分
で
も
料
金

は
か
か
ら
な
い
と
い
う
。

　

料
金
は
こ
れ
か
ら
決
め
る

が
、
昨
年
８
月
に
作
成
さ
れ
た

計
画
書
で
は
ピ
ー
ク
時
で
最
大

23
ド
ル
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
で
最

大
17
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
徴

収
は
橋
や
ト
ン
ネ
ル
の
ト
ー
ル

代
と
同
じ
く
Ｅ
Ｚ
パ
ス
を
使

う
。
Ｅ
Ｚ
パ
ス
が
な
い
車
両
は

現
行
の
ト
ー
ル
代
同
様
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
読
み
取
ら
れ

車
両
登
録
先
の
住
所
に
請
求
書

が
郵
送
さ
れ
る
。
電
子
検
知
地

点
は
料
金
所
の
入
り
口
と
出
口

に
設
置
さ
れ
る
。
お
も
に
60
丁

目
と
61
丁
目
の
間
の
交
通
ア
ー

ム
や
ポ
ー
ル
に
85
個
、
橋
や

頭
上
の
標
識
に
35
個
の
合
計

１
２
０
か
所
ほ
ど
に
設
置
予
定

だ
。

　

収
益
は
年
間
10
億
ド
ル
を
見

込
ん
で
お
り
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
や
信
号
機
の
近

代
化
な
ど
イ
ン
フ
ラ
改
善
に
使

わ
れ
る
。
イ
ン
フ
ラ
だ
け
で
運

営
費
に
は
使
用
で
き
な
い
決
ま

り
だ
。

　

タ
ク
シ
ー
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

会
社
、
車
通
勤
の
人
に
は
痛
手

で
反
対
運
動
も
起
き
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
州

議
員
ら
が
﹁
現
金
強
奪
だ
﹂
と

抗
議
、
マ
ー
フ
ィ
ー
知
事
︵
民

主
党
︶
は
裁
判
も
検
討
し
て
い

る
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
タ
ク
シ
ー
運
転

手
へ
の
割
引
な
ど
を
検
討
中

だ
。
な
お
、
消
防
な
ど
緊
急
車

両
や
障
害
者
を
乗
せ
た
特
定
の

車
両
な
ど
は
払
う
必
要
は
な

い
。
ま
た
渋
滞
料
地
域
内
に
住

居
が
あ
り
年
収
６
万
ド
ル
以
下

の
人
は
州
税
控
除
の
対
象
に
な

る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
６
月
26
日
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
の
新
年
を
祝
う
デ
ィ
ワ
リ

︵
光
の
祭
典
︶
を
新
た
な
同
市

内
公
立
学
校
の
休
み
と
し
て
学

校
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
に
追
加

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
市
は
近
年
、
旧
正
月
と
イ

ス
ラ
ム
教
の
祝
日
イ
ー
ド
を
学

校
の
休
み
と
し
た
が
、
公
立
学

校
の
教
育
日
数
︵
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ー
︶
は
年
間

１
８
０
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
更
な
る
休
日
の
追
加
で

ど
の
よ
う
に
授
業
日
数
を
調
整

す
る
の
か
が
疑
問
視
さ
れ
て
い

た
。
同
市
長
と
同
法
案
を
提
出

し
た
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ラ
ー
ジ

ク
マ
ー
ル
Ｎ
Ｙ
州
下
院
議
員
は

昨
年
10
月
、
６
月
の
第
一
木
曜

日
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
イ
ー

ン
ズ
・
デ
ー
を
デ
ィ
ワ
リ
と
置

換
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ

の
後
、
同
州
下
院
と
上
院
議
会

は
共
に
６
月
、ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・

ク
イ
ー
ン
ズ
・
デ
ー
を
休
日
と

し
て
維
持
し
な
が
ら
、
秋
の
デ

ィ
ワ
リ
も
休
み
と
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。
同
市
教
育
局
︵
Ｄ

Ｏ
Ｅ
︶
は
、
教
育
日
数
に
含
ま

れ
て
い
る
教
員
研
修
日
︵
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
・
デ
ー
︶
で
調
整
す

る
と
伝
え
て
い
る
。
デ
ィ
ワ
リ

の
祝
日
は
、
太
陰
暦
で
年
に
よ

っ
て
10
月
ま
た
は
11
月
に
祝
わ

れ
る
。 

　

今
年
の
デ
ィ
ワ
リ
は
11
月

12
日
の
日
曜
の
た
め
、
実
際

に
学
校
が
休
み
に
な
る
の
は

２
０
２
４
年
か
ら
と
な
る
。
ラ

ー
ジ
ク
マ
ー
ル
同
下
院
議
員

は
、
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
、
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
同
市
教
育

局
長
ら
と
行
っ
た
Ｎ
Ｙ
市
庁
舎

で
の
記
者
会
見
で
﹁
デ
ィ
ワ
リ

は
、
少
な
く
と
も
Ｎ
Ｙ
市
で
法

律
と
し
て
祝
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
を
今
日
、
Ｎ
Ｙ
市
に

住
む
約
60
万
人
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
、
シ
ク
教
徒
、
仏
教
徒
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
米
国
人
に
伝

え
る
﹂
と
話
し
た
。 

　

ま
た
同
市
教
育
局
は
同
日
、

更
新
し
た
来
年
度
、
デ
ィ
ワ
リ

が
休
日
と
な
る
24
〜
25
、
25
〜

26
年
度
の
学
校
年
間
カ
レ
ン
ダ

ー
を
公
表
し
た
。
新
学
年
度
の

初
日
に
向
け
た
準
備
が
必
要

だ
、
休
日
を
知
っ
て
お
き
た
い

と
い
う
保
護
者
の
要
請
が
増

え
、
今
年
か
ら
は
先
２
年
度
分

の
予
定
表
も
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

渋滞料を課金承認
来
年
春
か
ら
導
入
へ

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
60
丁
目
か
ら
南
に
入
る
車
両

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
１
日
、
６
月
に
突
如
Ｎ

Ｙ
市
警
察
辞
任
を
表
明
し
た
キ

ー
チ
ャ
ン
ト
・
ス
ー
ウ
ェ
ル
氏

の
代
理
と
し
て
、
エ
デ
ィ
・
キ

ャ
バ
ン
第
一
副
長
官
が
一
時
的

に
同
警
本
部
長
を
務
め
る
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　

キ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
ス
ー
ウ
ェ

ル
氏
は
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
初
の
黒
人
女

性
本
部
長
だ
っ
た
が
、
キ
ャ
バ

ン
氏
は
初
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

本
部
長
と
な
る
。

　

キ
ャ
バ
ン
氏
は
、
セ
ン
ト
・

ジ
ョ
ン
ズ
大
学
で
刑
事
司
法
を

専
攻
し
、
妻
、
息
子
、
娘
の
４

人
家
族
で
、
父
は
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
の
警
察
官
、
交
通

警
察
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
の
会
長
を
務
め
た
。

１
９
９
１
年
に
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
で
の

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
方

針
政
策
や
人
事
管
理
、
職
員
訓

練
を
率
い
た
。

http://myriverside.net/home
http://jch-tomo.org/
tel:9175773969
https://artofhaiku.org/
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米
国
移
民
局︵
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
︶

はPrem
ium

 Processing

︵
特
急
申
請
︶
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
し
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
５
３
９

の
延
長
／
変
更
の
申
請
も
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
は
Ｆ
‐
１
、
Ｆ
‐
２
、
Ｍ
‐
１
、

Ｍ
‐
２
、
Ｊ
‐
１
、
Ｊ
‐
２
ビ

ザ
に
変
更
希
望
す
る
人
に
と
っ

て
関
係
し
て
お
り
、
ま
た
段
階

的
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
段
階
は
６
月
13
日
よ
り

紙
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
Ｆ

ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
９
０
７
︵
特
急

申
請
︶
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
申
請
ス
テ
ー

タ
ス
が
保
留
中
で
、
Ｆ
‐
１
、

Ｆ
‐
２
、
Ｍ
‐
１
、
Ｍ
‐
２
、

Ｊ
‐
１
、
Ｊ
‐
２  

ビ
ザ
へ
の

変
更
を
希
望
す
る
人
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

第
２
段
階
は
６
月
26
日
か
ら

Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
９
０
７
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐

５
３
９
と
同
時
に
提
出
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
Ｍ
‐
１
、

Ｍ
‐
２
の
ス
テ
ー
タ
ス
で
の
滞

在
延
長
の
申
請
は
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
述
の
規
定
さ
れ
た

日
付
前
に
受
け
取
ら
れ
た
リ
ク

エ
ス
ト
は
却
下
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
９
０
７

を
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
５
３
９
と

同
じ
方
法
で
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
も
し
く
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
出
し
た
場
合
、
Ｆ
ｏ

ｒ
ｍ 

Ｉ
‐
９
０
７
も
同
様
の

方
法
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ 

Ｉ
‐

９
０
７  

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提

出
す
る
予
定
の
場
合
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン

ト
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成
は
無

料
で
、
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
の
提
出
、
手

数
料
の
支
払
い
、
プ
ロ
セ
ス
全

体
を
通
じ
て
ス
テ
ー
タ
ス
の
確

認
、
専
用
受
信
箱
で
の
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
と
の
通
信
が
可
能
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
よ
っ

て
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
へ
の
負
担
を
軽
減
し
て
効
率

を
向
上
し
、
申
請
プ
ロ
セ
ス
へ

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
す
る

た
め
の
重
要
な
一
歩
に
な
り
ま

す
。︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ

ク
マ
ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護

士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

F
orm

 I-5
3
9

申
請
者
の
た
め
の

P
rem

iu
m

 P
rocessin

g

︵
特
急
申
請
︶
を
発
表

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
６
月
27
日
、
同
市
内
の

す
べ
て
の
公
立
学
校
で
毎
日
、

生
徒
た
ち
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
呼
吸
法
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
提

供
す
る
よ
う
要
請
し
た
。 

　

同
市
は
同
呼
吸
法
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
に
つ
い
て
、
朝
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
や
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
、

ジ
ム
授
業
な
ど
で
１
日
数
回
、

２
〜
５
分
間
行
う
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。
同
市
教
育
局
に
よ

る
と
、
同
市
内
の
約
１
６
０
０

校
の
各
校
で
、
最
低
１
人
の
教

員
が
同
呼
吸
法
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
修
得
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
、
今
年
３
月
以
降
で

教
員
約
２
５
０
０
人
が
同
呼
吸

法
を
学
ん
で
い
る
。

　

す
で
に
同
呼
吸
法
を
導
入
し

て
い
る
多
く
の
公
立
学
校
の
ひ

と
つ
で
あ
る
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
・
ス
タ
イ
ブ
サ
ン
ト
の
ロ
ナ

ル
ド
・
マ
ク
ネ
イ
ア
小
学
校
で

記
者
会
見
を
行
っ
た
同
市
長
は

﹁
日
々
の
ス
ト
レ
ス
は
暴
力
や

銃
で
は
な
く
、
呼
吸
で
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

語
っ
た
。

　

ま
た
﹁
全
員
に
強
制
す
る
も

の
で
は
な
い
。
呼
吸
法
を
選
択

し
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
そ
の

う
ち
に
自
身
の
対
処
法
を
見
つ

け
る
だ
ろ
う
﹂﹁
学
校
に
対
し

て
も
、
強
健
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
呼
吸
法
を

強
制
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
﹂
と
加
え
た
。 

　

今
年
に
入
り
、
保
護
者
や
擁

護
団
体
な
ど
は
同
市
に
対
し
、

３
年
間
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
過
ご

全
て
の
学
校
で
呼
吸
法
を 

学
生
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
世
界
的
非
営
利
団
体
、

ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
6

月
26
日
、
新
館
長
兼
芸
術
文
化

担
当
副
社
長
に
現
テ
ー
ト
・
モ

ダ
ン
の
シ
ニ
ア
・
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
、
中
森
康
文
氏
を
起
用
す
る

と
発
表
し
た
。8
月
に
ア
ジ
ア
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
加
わ
る
。

　

中
森
氏
は
、
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ハ
ン
タ
ー

カ
レ
ッ
ジ
で
美
術
史
の
修
士

号
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
法
学
博
士

号
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
美
術
史

お
よ
び
視
覚
研
究
の
博
士
号
を

取
得
。
ク
レ
ア
モ
ン
ト
大
学
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
研
究
所
の
２
０
１
６
年
度
フ

ェ
ロ
ー
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　

草
間
彌
生
財
団
を
は
じ
め
、

日
本
と
英
国
の
複
数
の
機
関
で

理
事
を
務
め
、
ゲ
テ
ィ
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ

ュ
ー
ト
の
16
年
度
フ
ェ
ロ
ー
な

ど
を
歴
任
し
た
。
20
年
か
ら
22

年
ま
で
、
テ
ー
ト
の
人
種
平
等

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
人
種
差
別
と
闘
い
、

テ
ー
ト
に
お
け
る
公
平
性
と
多

様
性
を
達
成
す
る
目
的
で
、
組

織
的
な
目
標
を
設
定
し
、
目

標
が
実
行
さ
れ
る
よ
う
提
言

を
行
っ
た
。
美
術
以
外
で
は

１
９
９
５
年
か
ら
２
０
０
２
年

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
東
京

で
企
業
法
務
に
携
わ
っ
た
こ
と

も
あ
る
。

　

中
森
氏
は
﹁
ア
ジ
ア
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
美
術
館
が
、
歴
史
を

通
し
て
ア
ジ
ア
と
世
界
と
の
関

ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

新
館
長
に
中
森
氏
着
任
へ

係
を
見
つ
め
、
ア
ジ
ア
お
よ
び

ア
ジ
ア
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
美
術

の
学
術
的
・
学
芸
的
分
野
を
拡

大
す
る
原
動
力
と
な
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
﹂
と
抱
負
を
述
べ

て
い
る
。

し
た
子
供
た
ち
に
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
や
健
康
に
真
の
投
資

が
必
要
だ
と
い
う
声
を
高
め
て

い
た
。
同
市
長
は
今
年
３
月
、

学
校
で
の
暴
力
や
銃
事
件
の
増

加
に
関
し
﹁
子
供
た
ち
に
は
何

だ
か
の
か
た
ち
の
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
が
必
要
だ
﹂
と
話
し

た
が
﹁
１
９
６
２
年
に
最
高
裁

判
所
が
学
校
で
の
祈
り
を
禁
じ

た
こ
と
で
、
学
校
に
銃
が
持
ち

込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
﹂
と

い
う
発
言
が
非
難
さ
れ
た
。
そ

の
後
同
市
長
は
﹁
つ
ま
り
自
身

の
内
側
に
向
く
こ
と
。
瞑
想
や

呼
吸
法
な
ど
で
﹂と
訂
正
し
た
。 

　

イ
タ
リ
ア
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
会
社
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
が
、
マ
ジ

ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
そ

の
ま
ま
に
ペ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
改
造
し
近
代
化
す
る
60
億
ド

ル
規
模
の
計
画
を
発
表
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
の
計
画
は
、
10
億

ド
ル
の
先
行
投
資
と
連
邦
政
府

か
ら
の
補
助
金
と
融
資
で
賄
わ

れ
る
と
し
て
お
り
、
ペ
ン
駅
を

利
用
す
る
鉄
道
会
社︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
、

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
、
ア
ム
ト

ラ
ッ
ク
︶
が
﹁
北
米
で
最
も
混

雑
す
る
、
殺
風
景
で
洞
窟
の
よ

う
な
、
長
い
間
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
﹂
駅
の
跡
地
に
、
明
る
さ
に

満
ち
た
ミ
ッ
ド
ブ
ロ
ッ
ク
・
コ

ン
コ
ー
ス
を
建
設
す
る
と
い
う

既
存
の
こ
れ
ま
で
の
提
案
に
基

づ
い
て
い
る
。

　

同
計
画
で
は
、
マ
ジ
ソ
ン
ス

ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
取
り
囲
む

よ
う
に
、
石
で
覆
わ
れ
た
立
方

体
の
構
造
物
を
新
た
に
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
高
さ
55
フ
ィ
ー
ト
︵
約

17
メ
ー
ト
ル
︶
の
天
井
と
８
番

街
の
壮
大
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を

備
え
た
、
太
陽
の
光
が
差
し
込

む
２
つ
の
ト
レ
イ
ン
ホ
ー
ル
を

建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
31

丁
目
と
33
丁
目
の
間
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
の
真
ん
中
の
ト
レ
イ
ン

ホ
ー
ル
は
、
天
井
が
１
０
５
フ

ィ
ー
ト
︵
約
32
メ
ー
ト
ル
︶
の

高
さ
。

　

同
社
は
こ
の
計
画
は
わ
ず
か

６
年
で
、
鉄
道
会
社
に
よ
る
競

合
案
よ
り
も
早
く
、
10
億
ド
ル

安
く
達
成
で
き
る
と
主
張
し
て

い
る
。
１
９
６
３
年
に
マ
ッ
キ

ム
・
ミ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
ホ
ワ

イ
ト
が
建
設
し
た
駅
舎
が
取
り

壊
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
２
つ
の

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
は
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア

ガ
ー
デ
ン
包
む
形
で

ペンステーション

再設計案浮上

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
議
員

団
は
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
自

転
車
シ
ョ
ッ
プ
で
発
生
し
、
4

人
の
死
者
を
出
し
た
火
災
事
故

︵
本
紙
７
月
１
日
号
既
報
︶
を

受
け
て
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
安
全
基
準
と
施
行
に
つ
い

て
連
邦
規
制
当
局
に
回
答
を
求

め
て
い
る
。
ダ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド

マ
ン
下
院
議
員
︵
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
／
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
選
出
︶
は

６
月
29
日
、
消
費
者
製
品
安
全

委
員
会
の
委
員
に
書
簡
を
送

り
、
同
委
員
会
か
ら
電
子
自
転

車
メ
ー
カ
ー
へ
の
働
き
か
け
に

関
す
る
最
新
情
報
を
求
め
た
。

消
費
者
製
品
安
全
委
員
会
は
各

社
に
対
し
、
独
自
に
安
全
性
が

証
明
さ
れ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭

載
し
た
機
器
の
み
を
製
造
・
販

売
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

消
費
者
製
品
安
全
委
員
会
は

昨
年
12
月
に
メ
ー
カ
ー
に
書
簡

を
送
っ
た
が
、
企
業
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
や
実
施
計
画
に
関

す
る
最
新
情
報
は
提
供
し
て
い

な
い
。

　

急
速
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街

並
み
の
一
部
と
な
り
つ
つ
あ
る

電
動
自
転
車
や
の
動
力
源
で
あ

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ

ー
は
揮
発
性
が
高
く
、
不
適
切

に
保
管
さ
れ
た
場
合
、
す
ぐ
に

制
御
不
能
と
な
り
、
消
火
が
非

常
に
困
難
な
火
災
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
。
６
月
20
日

に
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
発
生
し

たH
Q

 E
-B

ike R
epair

の
火

災
は
、
店
舗
を
全
焼
さ
せ
た
だ

け
で
な
く
、
店
舗
の
上
の
ア
パ

ー
ト
に
住
む
多
く
の
住
民
を
避

難
さ
せ
た
。
同
店
は
３
１
１
違

反
の
前
科
が
あ
っ
た
。
エ
リ
ッ

ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
、
自
転

車
修
理
店
で
の
﹁
疑
わ
し
い
行

為
﹂
に
つ
い
て
の
３
１
１
通
報

は
、
こ
れ
ま
で
72
時
間
以
内
だ

に
報
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
12
時

間
以
内
に
す
る
と
発
表
し
た
。

電
動
自
転
車
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
火
災

安
全
基
準
と
施
行
を
議
員
団
求
め
る 石に囲まれた立方体の建物に

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
時
に

お
け
る
企
業
の
留
意
点
︵
そ
の
２
︶

クイック USA

139

す
。
従
業
員
Ｂ
の
部
署
の
多
く

の
従
業
員
は
、
異
な
る
都
市
や

州
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い

ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
社

員
は
全
員
、
本
社
に
勤
務
す
る

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
デ
ー
タ
分

析
の
業
務
を
割
り
当
て
ら
れ
勤

務
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
資

格
判
定
に
お
け
る
従
業
員
Ｂ
の

職
場
は
会
社
の
本
社
に
な
り
ま

す
。
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
で
は
、
Ｂ
さ
ん

が
所
属
す
る
こ
の
部
署
は
異
な

る
都
市
や
州
で
の
在
宅
勤
務
者

が
い
る
が
、
本
社
に
い
る
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
や
り
と
り
を
行
い

業
務
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
本
社
が
職
場
と
な

り
ま
す
。
本
社
ま
た
は
本
社
か

ら
75
マ
イ
ル
以
内
の
場
所
で
働

く
従
業
員
は
、
合
計
３
０
０
人

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｂ
さ
ん

は
、
彼
女
自
身
が
本
社
か
ら
75

マ
イ
ル
以
内
に
勤
務
し
て
い
な

く
て
も
、
そ
の
事
業
所
か
ら
75

マ
イ
ル
以
内
に
50
人
以
上
の
従

業
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業

所
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｆ
Ａ
Ｂ
は
一
般
的

に
な
り
つ
つ
あ
る
、
本
社
や
事

務
所
を
持
た
な
い
雇
用
主
が
ど

う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
触
れ

て
い
ま
せ
ん
。

■
ポ
イ
ン
ト

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
が
増
加

す
る
中
、
今
後
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
ま
た

は
法
廷
か
ら
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
示

さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
間
、
雇
用
主
は
次
の
こ

と
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
会
社
の
授
乳
に
関
わ
る
規
定

を
確
認
し
、
そ
れ
が
会
社
勤
務

の
従
業
員
だ
け
で
な
く
、
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
カ
ー
に
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ア
ン
ド
・

メ
デ
ィ
カ
ル
・
リ
ー
ブ
・
ア
ク

ト
︵
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
︶
の
規
定
で
は
、

従
業
員
の
自
宅
は w

orksite
︵
職
場
︶ 

と
は
み
な
さ
れ
ま
せ

ん
。w

orksite

と
は
、
従
業

員
が
出
勤
し
た
り
、
仕
事
を
割

り
当
て
ら
れ
る
オ
フ
ィ
ス
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
複
数
の
テ
レ

ワ
ー
カ
ー
や
完
全
な
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
カ
ー
を
抱
え
る
企
業
で

は
、
こ
の
点
が
問
題
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

　

し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
・
ブ
リ
テ
ィ
ン
︵
Ｆ

Ａ
Ｂ
︶
は
い
く
つ
か
の
有
用
例

を
示
し
て
い
ま
す
。
次
は
そ
の

一
例
で
す
。

　

従
業
員
Ｂ
さ
ん
は
、
大
都
市

に
本
社
を
置
く
広
告
会
社
で
デ

ー
タ
処
理
を
担
当
し
て
お
り
、

75
マ
イ
ル
以
上
離
れ
た
自
宅
か

ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　友人の息子夫婦がニューヨーク郊外の立派な家に住んでいます。リッチな若夫婦だねという
と、困った顔で「彼らはとても Poor なんだ、House Poor なんだ」と。House Poor とは住宅
に関する費用がかかり過ぎて、生活にお金が回らないことを意味します。
　実際、報道によると、米国では住宅所有者の 4 分の 1 以上の人が House Poor に陥っていま
す。これは、家計における住宅関連の費用が約３０％を超える状況を指します。米国の多くの

地域で、不動産の価格が大きく上がった上に、銀行ローンの金利も上がりました。典型的な 30 年物のローン金利
は数年前は２％台だったのに、今では７％近くですから、月々のローン支払いは大変です。
　家のメンテナンスにかかる費用も上がる一方です。不動産税は、物件の価値の上昇につれて高くなり、ニューヨ
ーク市の近郊では多くの住人は年２万ドル以上の不動産税を払います。一方、アメリカの南・西部では、住宅保険
料の高騰が家計を圧迫しています。洪水、山火事、ハリケーン、竜巻などの異常気象が、地域全体に大損害をもた
らしているからです。
　家を借りるのも大変です。マンハッタンのアパートを賃借する人の中には、月５千ドル以上の家賃を払う人がた
くさんいます。つまり家を持とうが借りようが、お金がかかり、生活は貧しい。まさに House Poor という表現は
多くの人々の苦しい家計状況を映していると言えるでしょう。

　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

House Poor 家にお金がかかり、生活は貧しい・・・
 米 語
Watch

 【253】

携
帯
電
話
ハ
ナ
セ
ル

米
仕
様e

S
IM

を
販
売
開
始

　

日
本
人
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ

携
帯
電
話
﹁H

anaC
ell

︵
ハ

ナ
セ
ル
︶
﹂
は
、

6
月

19
日

か
ら
ア
メ
リ
カ
で
利
用
で
き

るeSIM

の
販
売
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
を
記
念
し
て

eSIM

が
40
％
オ
フ
の
９
ド
ル

︵
通
常
価
格
15
ド
ル
︶
と
な
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
８
月
31
日
ま

で
実
施
し
て
い
る
。

　

eSIM

で
も
物
理
Ｓ
Ｉ
Ｍ
と

同
じ
料
金
プ
ラ
ン
で
、
日
本
語

の
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
、

い
つ
で
も
解
約
無
料
な
ど
の
サ

・
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
に
関
わ
る
規

定
や
契
約
を
更
新
し
、
最
近
の

Ｆ
Ａ
Ｂ
に
準
拠
す
る
よ
う
に
す

る
。

・
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
に
関
わ
る
労
働
時

間
を
計
算
す
る
際
、
業
務
が
ど

こ
で
行
わ
れ
た
か
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
労
働
時
間
が
カ

ウ
ン
ト
す
る
よ
う
に
す
る
。
従

業
員
が
こ
の
要
件
を
理
解
し
、

自
分
た
ち
で
も
正
確
に
計
算
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

従
業
員
に
労
働
時
間
の
記
録
と

報
告
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
最
終
的
に
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ａ
・

Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
遵
守
を
証
明
す
る

た
め
に
正
確
な
時
間
記
録
を
提

供
す
る
責
任
が
あ
る
の
は
雇
用

主
で
す
。

・50/75

ル
ー
ル
を
根
拠
に
従

業
員
の
Ｆ
Ｍ
Ｌ
Ａ
を
拒
否
し
た

い
場
合
は
、
弁
護
士
と
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
事
実
に
応
じ
た

分
析
が
必
要
で
法
律
上
発
展
途

上
の
分
野
に
な
り
ま
す
。
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ー
ビ
ス
も
利
用
可
能
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
申
し
込
め
て
、
当
日
か

ら
す
ぐ
に
利
用
開
始
で
き
る
。

物
理
Ｓ
Ｉ
Ｍ
は
Ｉ
Ｃ
部
分
に
触

ら
な
い
よ
う
慎
重
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
取
り
付
け
る
必
要
が

あ
る
が
、eSIM

な
ら
Ｓ
Ｉ
Ｍ

カ
ー
ド
の
差
し
替
え
が
必
要
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
順

通
り
に
設
定
を
行
う
こ
と
で
、

通
信
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る
よ
う

に
な
る
︵
利
用
で
き
る
の
は

eSIM

対
応
機
種
の
み
︶。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ア
メ
リ
カ

携
帯
電
話H

anaC
ell

︵
ハ
ナ

セ
ル
︶
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー

ト
、
米
国
内
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

８
８
８
・
６
３
４
・
８
２
２
６
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
hanacell.com

ま
で
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

h
ttps://w

w
w

.h
an

acell.
com

を
参
照
す
る
。

■
﹃
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
大
手
金
融
機

関
23
行
の
財
務
健
全
性
審
査
実

施
、
全
行
が
基
準
を
ク
リ
ア
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
︵
Ｆ
Ｒ

Ｂ
︶
は
6
月
28
日
、
大
手
金
融

機
関
23
行
を
対
象
に
し
た
財
務

健
全
性
審
査
︵
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
︶
の
実
施
結
果
を
公
表
し

た
。
前
年
に
引
き
続
き
、
全
行

が
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
定
め
た
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
。
■
﹃
バ
イ
デ
ン
米

政
権
、
ロ
シ
ア
の
ワ
グ
ネ
ル
関

連
企
業
に
制
裁
、
ア
フ
リ
カ
の

金
産
業
巡
る
勧
告
も
発
表
﹄︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
財
務

省
は
6
月
27
日
、
ロ
シ
ア
の
民

間
軍
事
会
社
ワ
グ
ネ
ル
に
関
係

す
る
複
数
の
事
業
体
と
個
人
に

対
す
る
制
裁
を
発
表
し
た
。
■

﹃
米
商
務
省
、
フ
ァ
イ
ブ
ア
イ

ズ
5
か
国
で
の
正
式
な
輸
出
管

理
協
力
を
発
表
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
︶
＝
米
国
商
務
省
産
業

安
全
保
障
局
︵
Ｂ
Ｉ
Ｓ
︶
は
6

月
28
日
、
機
密
情
報
共
有
の

枠
組
み
﹁
フ
ァ
イ
ブ
ア
イ
ズ

︵Five E
yes

︶﹂
に
加
盟
す
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
英
国
と

の
間
で
、
輸
出
管
理
の
執
行
に

か
か
る
正
式
な
協
力
関
係
を
結

ん
だ
と
発
表
し
た
。
■
﹃
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
モ
ビ
リ
テ
ィ

ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
日
米

企
業
が
連
携
模
索
﹄︵
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
発
︶
＝
北
加
︵
北

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
︶
日
本
商
工

会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
︶
は
6

月
20
日
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野

の
日
系
大
手
企
業
と
米
国
系

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ピ
ッ
チ
イ

ベ
ン
ト
﹁O

n the M
ove In 

Silicon V
alley: Japan and 

the Search for M
obility 

T
ech

﹂
を
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
タ
ク
ラ
ラ
で
開
催

し
た
。
■
﹃
鉄
鋼
大
手
テ
ル
ニ

ウ
ム
、
新
製
鋼
所
の
建
設
地
を

メ
キ
シ
コ
・
ヌ
エ
ボ
レ
オ
ン
州

に
決
定
﹄︵
メ
キ
シ
コ
発
︶
＝

イ
タ
リ
ア
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

鉄
鋼
大
手
テ
ル
ニ
ウ
ム
は
6
月

20
日
、
電
気
ア
ー
ク
炉
の
製
鋼

所
の
建
設
地
を
メ
キ
シ
コ
・
ヌ

エ
ボ
レ
オ
ン
州
ペ
ス
ケ
リ
ア
市

に
決
定
し
た
と
発
表
し
た
。

■
﹃
欧
州
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ル
ン

の
電
動
車
専
用
工
場
を
オ
ー
プ

ン
﹄︵
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
︶
＝
ド

イ
ツ
西
部
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ケ
ル

ン
に
本
社
を
有
す
る
、
欧
州
フ

ォ
ー
ド
は
6
月
12
日
、﹁
フ
ォ

ー
ド
・
ケ
ル
ン
・
電
動
車
セ
ン

タ
ー
﹂
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
６
月

29
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

助成金交付受付要項を発表
日本万国博覧会記念基金事業

　日本万国博覧会記念基金事業は３日、海外向けに
２０２４年度の助成事業総額 1 億１５００万円の助成
金の応募受け付け要項を発表した。これは、１９７０
年に開催された日本万国博覧会の収益金の一部を基金
として管理し、その運用益を国際相互理解の促進に資
する活動を対象に、助成金を交付してきている。対象
となる活動は、「国際相互理解の促進に資する国際相
互理解の促進に資する活動。国際交流に寄与する活動。
国際協力に寄与する活動。教育に関する国際的な活動。
学術に関する国際的な活動。提出先は郵便番号 530-
0005 大阪市北区中之島 6-2-27 中之島センタービル
29 階、公益財団法人関西・大阪２１世紀協会万博記念
基金事業部、E メール：jec-fund@osaka21.or.jp 公益
財団法人関西・大阪２１世紀協会万博記念基金事業部。
詳細は NY 日本総領事館ウエブサイト https://www.
ny.us.emb-japan.go.jp/

http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:jec-fund@osaka21.or.jp
https://www
https://www.hanacell.com
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 千葉真知子の

 ART COOKING
和
牛
ス
テ
ー
キ
の
２
色
の
韮
か
け

　

甘
い
味
付
け
の
牛
肉
に
た
っ

ぷ
り
の
生
の
韮
︵
ニ
ラ
︶
を
の

せ
て
い
た
だ
く
、
ヘ
ル
シ
ー
な

お
料
理
で
す
。
韮
は
、
免
疫
機

能
を
維
持
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
豊
富
な
野
菜
で
す
。
牛
肉
と

韮
が
よ
く
あ
い
、
韮
が
い
く
ら

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
お

す
す
め
レ
シ
ピ
で
す
。

作
り
方

１　

黄
ニ
ラ
、
緑
ニ
ラ
は
茎
の

か
た
い
部
分
３
セ
ン
チ
ほ
ど
を

取
り
除
き
、
柔
ら
か
い
部
分
を

別
々
に
み
じ
ん
切
り
に
し
て
わ

け
て
お
き
ま
す
。

２　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
少
々

入
れ
て
ニ
ン
ニ
ク
ス
ラ
イ
ス
を

香
り
が
出
る
ま
で
炒
め
、
軽
く

塩
胡
椒
を
し
た
牛
肉
を
入
れ
て

両
面
焼
い
て
、一
口
大
に
切
る
。

３　

器
に
た
れ
を
入
れ
て
電
子

レ
ン
ジ
で
1
分
半
か
ら
2
分
加

熱
を
す
る
。

４　

②
の
牛
肉
を

皿
に
の
せ
て
、
③

の
熱
々
の
た
れ
を

か
け
て
、
ニ
ラ
2

色
を
の
せ
る
。
ニ

ラ
を
混
ぜ
て
牛
肉

と
と
も
に
い
た
だ

く
。

　

小
林
さ
ん
は
講
演
で
、
多
種

多
様
な
個
性
を
生
か
し
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
生
き
方

は
Ｋ
ポ
ッ
プ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
男
女
共
に
中
性
的
で
逆
三

角
形
の
艶
の
あ
る
色
白
な
透
明

感
の
あ
る
風
の
よ
う
に
軽
い
イ

メ
ー
ジ
の
顔
が
主
流
に
な
っ
て

い
る
。﹁
風
の
時
代
の
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
﹂
と
し
て
、
顔
の
面
積

を
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
隠
す
の
で

は
な
く
、
輪
郭
を
隠
さ
ず
に
上

手
に
見
せ
る
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

ま
た
加
齢
と
と
も
に
顔
も
体

も
、
桃
の
よ
う
な
ま
ん
丸
の
ピ

チ
ピ
チ
し
た
状
態
か
ら
ピ
ー
マ

ン
の
よ
う
な
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
形

に
な
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
、

し
っ
か
り
と
生
活
力
の
あ
る
、

大
人
の
や
る
気
の
あ
る
顔
立
ち

に
な
る
と
い
う
見
方
も
で
き

る
。
で
も
、
で
き
る
だ
け
逆
三

角
形
の
若
い
顔
に
見
え
る
ス
タ

イ
ル
を
保
つ
こ
と
が
大
事
。
顔

は
彫
刻
の
よ
う
に
立
体
的
で
奥

行
き
が
あ
る
の
で
、
ス
カ
ル
プ

︵
頭
皮
︶
ケ
ア
と
温
と
冷
の
美

容
作
用
で
肌
を
綺
麗
に
す
る
方

法
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ
努
力
し
て

欲
し
い
な
ど
と
語
っ
た
。

の
﹁
輪
郭
﹂
を
明
確
に
し
、
好

印
象
に
つ
な
が
る
顔
作
り
が
大

切
と
説
い
た
。
１
９
７
０
年
代

は
、
マ
ー
ゴ
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
の
よ
う
な
太
い
眉
の
強
い
女

が
象
徴
だ
っ
た
が
80
年
代
に
入

る
と
賢
く
て
可
愛
い
﹁
か
し
こ

可
愛
い
﹂
し
っ
か
り
し
た
顔
に

人
気
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
代

働
く
女
性
の
輪
郭

小
林
照
子
さ
ん
講
演

　

美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
は
６
月
28
日
、

﹁
実
践
体
験
型
で
学
ぶ　

脱
マ

ス
ク
後
の
シ
ェ
イ
プ
メ
ソ
ッ

ド
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
美

容
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
脱

マ
ス
ク
で
隠
れ
て
い
た
顔
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
問
題
解
決
策
を
多

角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
顔
の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
を
シ
ェ
イ
プ
さ

せ
、
肌
の
ハ
リ
感
を
ピ
ン
と
さ

せ
る
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
技
術 

﹁
シ

ェ
イ
ピ
ン
グ
ケ
ア
﹂
実
践
型
の

美
容
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
88
歳
の
現
役
美
容
研

究
家
・
小
林
照
子
さ
ん
が
美
容

の
考
え
方
と
し
て
﹁
働
く
女
性

の
輪
郭
﹂
と
題
し
て
講
演
し
た

＝
講
演
要
旨
参
照
＝
。

　

続
い
て
、
西
森
彩
さ
ん
が
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
技
術
の
実
践
と
し

て
﹁
シ
ェ
イ
ピ
ン
グ
ケ
ア
の
実

践
﹂
を
35
分
間
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
。
肌
表
面
の
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
と
内
側
か
ら
の

刺
激
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
効
果
的
な
ケ
ア
を
説
明
。

顔
の
悩
み
に
応
じ
た
﹁
シ
ェ
イ

ピ
ン
グ
ケ
ア
﹂
の
実
践
で
は
顎

下
の
ダ
ボ
つ
き
や
フ
ェ
イ
ス
ラ

イ
ン
を
引
き
締
め
る
方
法
を
伝

授
し
た
。
職
業
上
の
必
要
か
ら

Ｎ
Ｙ
で
受
講
し
た
と
い
う
男
性

は
﹁
30
分
ほ
ど
の
実
践
で
し
た

が
、
終
わ
っ
て
か
ら
鏡
で
自
分

の
顔
を
見
た
ら
、
確
か
に
顔
の

た
る
み
や
首
の
し
わ
、
ほ
う
れ

い
線
の
彫
り
の
陰
影
が
改
善
さ

れ
て
顔
が
若
返
っ
て
い
た
。
男

性
に
も
効
果
あ
り
﹂
と
感
想
を

述
べ
て
い
た
。

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
技
術
を
説
明

し
た
山
口
童
子
さ
ん
は
、
シ
ェ

イ
ピ
ン
グ
メ
イ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

と
題
し
て
、﹁
シ
ェ
イ
ピ
ン
グ

ケ
ア
﹂で
引
き
締
ま
っ
た
肌
を
、

よ
り
小
顔
に
演
出
す
る
た
め
の

ベ
ー
ス
メ
イ
ク
や
顔
の
逆
三
角

形
を
意
識
す
る
こ
と
、
縦
幅
を

短
く
す
る
こ
と
、
横
幅
を
長
く

す
る
な
ど
の
メ
イ
ク
の
コ
ツ
を

解
説
し
た
＝
図
参
照
＝
。

脱マスク後の美容
時代が求めるメイク方法
美・ファイン研究所がウェビナー

　

旅
行
情
報
サ
イ
ト
の
ト
リ
ッ

プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
人
気

観
光
地
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式

で
紹
介
す
る
﹁
ト
ラ
ベ
ラ
ー

ズ
・
チ
ョ
イ
ス
・
ア
ワ
ー
ズ

２
０
２
３
﹂
を
発
表
し
た
。
過

去
１
年
の
レ
ビ
ュ
ー
を
基
に
集

計
さ
れ
る
﹁
全
米
人
気
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
﹂
部
門
で
は
、
Ｎ
Ｙ

市
内
の
有
名
観
光
地
が
多
く
ラ

ン
ク
イ
ン
し
た
。
ト
ッ
プ
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
選
ば
れ
た
の

は
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る

１
０
２
階
建
て
ア
ー
ル
・
デ
コ

様
式
の
超
高
層
ビ
ル
﹁
エ
ン
パ

イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
﹂、

２
位
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
憩

い
の
場﹁
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
﹂

だ
っ
た
。
以
下
、
３
位
イ
オ
ラ

ニ
宮
殿
︵
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ

島
︶、
４
位
は
ワ
ー
ル
ド
ト
レ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
跡
地
内
に
あ
る

﹁
９
・
11
メ
モ
リ
ア
ル
・
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
﹂、
５
位
は
第
２
次

世
界
大
戦
博
物
館
︵
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
︶、
６

位
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
、
７
位
ガ

ー
デ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
ゴ
ッ
ド︵
コ

ロ
ラ
ド
州
コ
ロ
ラ
ド
ス
プ
リ

ン
グ
ス
︶、
８
位
ス
テ
ッ
ト
ソ

ン
・
マ
ン
シ
ョ
ン
︵
フ
ロ
リ
ダ

州
オ
ー
ラ
ン
ド
︶、
９
位
ベ
ラ

ー
ジ
オ
ホ
テ
ル
の
噴
水
シ
ョ
ー

︵
ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
︶、
10

位
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
博
物
館
︵
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
︶。
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
さ
ら
に

16
位
に
ハ
イ
ラ
イ
ン
、
20
位
に

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
も
選

ば
れ
て
い
る
。

観光人気ランキング
トリップアドバイザー調べ

ＮＹは観光名所数で上位

材料
和牛ステーキ厚切り １枚　
ニンニク ...................1 片
緑ニラ ......................１束　
黄ニラ ......................１束
胡椒、塩 .............. 各少々
油 .............................少々

たれ　
みりん ......................大６　
砂糖 .........................大１
醤油 ..................大４〜５　　
たれは電子レンジで２分。

https://carnegiehall.org/
https://japanvillage.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
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 New Jersey

　

Ｎ
Ｊ
州
の
デ
ジ
タ
ル
ニ
ュ

ー
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
﹁N

J.
com

﹂
の
報
道
に
よ
る
と
、
６

月
30
日
︵
金
︶
の
午
後
３
時
ご

ろ
、
エ
セ
ッ
ク
ス
郡
中
部
に
位

置
す
る
郡
立
公
園
﹁
サ
ウ
ス
・

マ
ウ
ン
テ
ン
・
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ

ン
﹂
の
ド
ッ
グ
パ
ー
ク
そ
ば
で
、

13
歳
の
少
女
が
コ
ヨ
ー
テ
に
襲

わ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
脚

を
噛
ま
れ
た
少
女
は
牙
で
刺
し

傷
を
負
っ
た
が
、
す
ぐ
に
病
院

に
運
ば
れ
適
切
な
治
療
を
受
け

た
。
郡
当
局
は
同
日
、
一
時
的

に
当
公
園
や
周
辺
道
路
を
封
鎖

し
た
。

　

コ
ヨ
ー
テ
は
イ
ヌ
科
の
動
物

で
、
オ
オ
カ
ミ
に
似
た
容
姿
だ

が
オ
オ
カ
ミ
よ
り
小
型
。
北
米

に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
野
生

の
小
動
物
を
狩
っ
て
常
食
と
す

る
が
、
群
れ
で
自
分
よ
り
大
き

コ
ヨ
ー
テ
が
13
歳
少
女
を
襲
う

エ
セ
ッ
ク
ス
郡
立
公
園

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
も
目
撃
相
次
ぐ

な
動
物
を
襲
う
こ
と
も
あ
る
。

繁
殖
力
と
適
応
力
が
強
く
、
住

宅
地
に
出
没
し
て
人
間
の
残
飯

や
果
物
を
漁
る
こ
と
も
あ
る
。

狩
り
に
は
子
供
を
連
れ
て
行

き
、
狩
猟
の
方
法
を
実
地
で
教

え
る
と
い
う
。

　

今
年
は
、
Ｎ
Ｊ
州
内
各
地
で

コ
ヨ
ー
テ
の
目
撃
が
増
え
て
お

り
、
日
本
人
が
多
く
住
む
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
も
北

部
の
小
学
校
に
近

い
住
宅
地
周
辺
で

６
月
に
目
撃
情
報

が
相
次
い
だ
。
中

に
は
子
連
れ
の
コ

ヨ
ー
テ
を
見
た
人

も
い
て
、
一
頭
の

コ
ヨ
ー
テ
が
餌
を

求
め
て
遠
く
の
生

　

Ｎ
Ｊ
で
は
毎
年
、
各
地
で
気

球
祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
大

勢
の
客
を
集
め
て
い
る
。
早
朝

や
夕
方
に
数
10
基
の
カ
ラ
フ
ル

な
気
球
が
一
斉
に
大
空
に
舞
い

上
が
る
姿
は
ま
さ
に
圧
巻
だ

が
、
気
球
祭
り
で
は
日
中
も

様
々
な
シ
ョ
ー
や
展
示
、
飲
食

ブ
ー
ス
も
あ
っ
て
、
一
日
中
飽

き
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
人
気
の
あ
る
２
つ

の
気
球
祭
り
を
紹
介
す
る
。

︻
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
ロ
ッ

タ
リ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

オ
ブ
・
バ
ル
ー
ニ
ン
グ
︼

　

メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
の
変
更

で
名
前
を
変
え
つ
つ
も
、
今
年

で
40
周
年
を
迎
え
る
州
最
大
の

気
球
祭
り
。
会
場
は
ハ
ン
タ
ー

ド
ン
郡
レ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
ソ
ル

大
空
に
舞
い
上
が
る
カ
ラ
フ
ル
な
気
球
が
圧
巻

恒
例
の
気
球
祭
り
今
年
も
Ｎ
Ｊ
各
地
で

バ
ー
グ
空
港
で
、
７
月
28
日

︵
金
︶
か
ら
30
日
︵
日
︶
ま
で

開
催
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
日
に

よ
っ
て
違
う
の
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
参
照
。
入
場
料
は
大
人
32
ド

ル
、
12
歳
以
下
の
子
ど
も
12
ド

ル
、
３
歳
以
下
は
無
料
。

　

早
朝
と
夕
刻
に
行
わ
れ
る
気

球
の
一
斉
離
陸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
最
大
の
魅
力
で
、
今
年
は

ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
の
人
気
キ
ャ

　

︻
ワ
レ
ン
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ェ
ア
︼

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
る
、
ワ

レ
ン
郡
農
民
祭
り
内
で
行
わ
れ

る
気
球
祭
り
。
会
場
は
、
ワ
レ

ン
郡
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
７
月
29

日
︵
土
︶
か
ら
31
日
︵
月
︶
ま

で
。
土
日
は
正
午
か
ら
午
後
10

時
、
月
曜
は
午
後
３
時
か
ら
10

時
ま
で
開
催
。
入
場
料
は
大
人

10
ド
ル
、
６
歳
か
ら
12
歳
の
子

ど
も
５
ド
ル
、５
歳
以
下
無
料
。

︵
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
フ
ェ
ア
と
気

球
祭
り
共
通
料
金
︶

　

期
間
中
毎
晩
行
わ
れ
る
気
球

の
一
切
離
陸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

以
外
に
も
、
車
同
士
を
ぶ
つ
け

合
う
競
技
﹁
デ
モ
リ
ッ
シ
ョ
ン

ダ
ー
ビ
ー
﹂
や
乗
馬
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
た
り
、
子
供
の
お
楽
し

み
コ
ー
ナ
ー
や
、
ゲ
ー
ム
、
フ

ー
ド
屋
台
な
ど
、
お
楽
し
み

満
載
の
お
祭
り
だ
。
詳
細

：

w
w

w
.w

a
rren

co
u

n
ty

farm
ersfair.org

息
地
か
ら
遠
征
し
て
き
た
の
で

は
な
く
同
区
北
端
に
あ
る
野
生

生
物
保
護
地
区
で
繁
殖
し
て
い

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。
コ
ヨ
ー
テ
は
基
本
的
に
は

小
さ
い
動
物
を
狩
る
が
、
今
回

の
事
件
の
よ
う
に
、
時
と
し
て

飼
い
犬
や
人
間
の
子
ど
も
が
襲

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注

意
が
必
要
だ
。

ラ
の
形
を
し
た
も
の
な
ど
変
わ

り
種
の
気
球
も
話
題
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
舞
台
で
は

有
名
無
名
様
々
な
バ
ン
ド
の
ラ

イ
ブ
︵
一
部
は
別
料
金
︶
が
行

わ
れ
た
り
、曲
芸
の
シ
ョ
ー
や
、

移
動
遊
園
地
、
数
々
の
ゲ
ー
ム

や
フ
ー
ド
屋
台
な
ど
、
広
い
敷

地
で
１
日
中
楽
し
め
る
。
試
供

品
の
配
布
も
充
実
し
て
お
り
、

入
場
料
の
元
は
十
分
取
れ
る
イ

ベ
ン
ト
だ
。

詳
細

：balloonfestival.com

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
tel:2122136069
balloonfestival.com
www.warrencounty
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 BOOKS
　

﹁
孤
独
﹂
と
い
う
言
葉
を
辞

書
で
引
く
と
﹁
一
人
ぼ
っ
ち
で

あ
る
こ
と
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

物
理
的
に
一
人
の
状
態
で
あ
っ

て
も
、
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の

人
が
い
た
と
し
て
も
、
心
が
﹁
一

人
ぼ
っ
ち
﹂
の
状
態
で
い
る
こ

と
を
孤
独
と
い
う
言
葉
は
表
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
﹁
一
人

ぼ
っ
ち
﹂
の
状
況
を
恐
れ
る
人

が
い
る
。
一
人
ぼ
っ
ち
、
孤
独

で
あ
る
こ
と
は
寂
し
く
て
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
。
そ
う
決
め
つ
け

て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

本
書
は
曹
洞
宗
の
禅
僧
・
枡

野
俊
明
︵
ま
す
の
・
し
ゅ
ん
み

ょ
う
︶
氏
が
、
孤
独
と
の
付
き

合
い
方
を
解
説
。
３
世
代
が
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
た
一
昔
前
と

は
違
い
、
人
と
人
の
関
わ
り
方

が
大
き
く
変
わ
っ
た
い
ま
の
時

代
を
ど
の
よ
う
に
生
き
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い

の
か
に
つ
い
て
、
仏
教
の
考
え

方
を
紹
介
し
な
が
ら
指
南
す

る
。
枡
野
氏
の
こ
と
ば
は
や
さ

し
く
、
心
に
す
っ
と
入
っ
て
く

る
も
の
ば
か
り
だ
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
に
お
い
て
う
わ
べ
だ
け
で
簡

単
に
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き

て
し
ま
う
現
代
人
に
と
っ
て
、

本
書
を
読
ん
で
改
め
て
考
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。

　

人
は
こ
の
世
に
生
ま
れ
る
と

き
、
そ
し
て
旅
立
つ
と
き
も
ひ

と
り
だ
。
大
切
な
家
族
や
愛
す

る
人
と
も
、
生
死
を
共
に
す
る

事
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
人
間

は
本
来
﹁
ひ
と
り
﹂
で
あ
る
こ

と
が
自
然
な
こ
と
で
、
孤
独
と

は
良
し
悪
し
の
問
題
な
ど
で
は

な
く
、
至
極
当
た
り
前
の
こ
と

な
の
だ
。
し
か
し
人
は
決
し
て

ひ
と
り
で
は
生
き
て
は
い
け

ず
、
多
く
の
人
に
囲
ま
れ
、
そ

の
人
た
ち
の
力
を
借
り
な
が
ら

生
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
そ
し
て
自
ら
も
周
り
の
人

た
ち
の
役
に
立
ち
な
が
ら
生
き

て
い
る
。
社
会
の
中
で
他
者
と

の
良
好
な
関
係
を
築
き
な
が
ら

﹁
孤
立
﹂
せ
ず
に
暮
ら
し
、
ひ

と
り
の
﹁
孤
独
﹂
な
時
間
を
有

効
に
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

人
生
を
楽
し
め
る
は
ず
だ
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
読
ん
だ
、
森

博
嗣
の
﹃
孤
独
の
価
値
﹄
と
い

う
本
に
は
、﹁
現
代
人
は
﹃
絆
﹄

を
売
り
物
に
す
る
商
売
に
の
せ

ら
れ
過
剰
に
他
者
と
つ
な
が
り

た
が
っ
て
﹃
絆
の
肥
満
﹄
状
態

だ
。
孤
独
と
は
他
者
か
ら
の
無

視
で
も
社
会
の
拒
絶
で
も
な

い
。
社
会
と
共
生
し
な
が
ら
自

分
の
思
い
描
い
た
﹃
自
由
﹄
を

生
き
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
書
か

れ
て
い
た
。
孤
独
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
こ
そ
が
人
間

だ
け
に
与
え
ら
れ
た
優
れ
た
能

力
で
あ
る
、
と
も
。
そ
の
本
は

私
に
と
っ
て
、
ひ
と
り
の
時
間

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
ほ
か

近
年
、多
く
の
作
家
が
﹁
孤
独
﹂

に
つ
い
て
の
著
書
を
発
表
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
人
生
後
半
の

生
き
方
を
綴
っ
た
五
木
寛
之
の

﹃
孤
独
の
す
す
め
﹄
や
、
孤
独

は
寂
し
い
と
い
う
の
は
思
い
込

み
で
あ
る
と
書
い
た
有
川
真
由

美
の
﹃
孤
独
を
楽
し
む
人
、
ダ

メ
に
な
る
人
﹄。
そ
し
て
下
重

暁
子
の
﹃
極
上
の
孤
独
﹄
で
は

﹁
そ
も
そ
も
孤
独
で
い
る
の
は
、

周
り
に
自
分
を
合
わ
せ
る
く
ら

い
な
ら
一
人
で
い
る
ほ
う
が
何

倍
も
愉
し
く
充
実
し
て
い
る
か

ら
で
、
成
熟
し
た
人
間
だ
け
が

到
達
で
き
る
境
地
だ
﹂
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
作
家
た
ち
の
思

考
の
根
本
に
は
仏
教
の
教
え
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
ま
た
は

歳
と
経
験
を
重
ね
て
た
ど
り
着

い
た
境
地
な
の
か
。

　

禅
僧
は
常
に
孤
独
の
中
に
身

を
置
き
な
が
ら
修
行
し
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
身
に
つ
け
て

い
く
。
仏
教
で
の
生
き
る
意
味

と
は
最
終
的
に
は
﹁
本
来
の
自

己
﹂
に
出
会
う
こ
と
。
だ
か
ら

著
者
は
い
つ
も
﹁
一
人
き
り
の

時
間
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と

言
っ
て
い
る
と
い
う
。
孤
独
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
は
多
い
。
そ

し
て
孤
独
と
は
自
由
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　︵
高
田
由
起
子
︶

 良質な孤独は社会との共生である
枡野 俊明・著

 PHP 文庫・刊

■めざめ（赤川次郎、中公文庫）陰惨な事件に巻き込まれ
両親を失った 11 歳の美沙は心の深い傷を負う。命を落と
したはずの母・美知代は病院で意識を回復したが、その体
はトラックに轢かれた 14 歳の修のものだった。6 年後、
修はようやく探しあてた美沙の様子に衝撃を受ける。固く
閉ざした娘の心を戻すことはできるのか。親子の絆と再生
を描く。■音楽と生命（坂本龍一・福岡伸一、集英社）80
年代にテクノ音楽で一世を風靡した「教授」こと坂本龍一
と、生物学者の「ハカセ」こと福岡伸一の対談集。20 年
来の付き合いのふたりが、さまざまな挫折を経験しながら
現在に至るまでの道のりを語り合う。世界のひずみに目を
向け、新たな思想を求めて行った対話の記録。長年親交の
あったふたりによる初の人生論。■老いてはネコに従え（養
老孟司・下重暁子、宝島社新書）現在 80 代なかばの 2 人
の作家が、それぞれのネコ愛を基軸に、老いや病、日本社
会が抱える歪みなどについて語る。「90 歳の壁」を目前に
した 2 人が、しなやかに生き、素直に死んでいくネコたち
の後ろ姿から「生き物としてラクなあり方」のヒントを探
る。■累々（松井玲奈、集英社文庫）23 歳の小夜は同棲
中の恋人からのプロポーズを受けて戸惑っていた。結婚、
セフレ、パパ活、トラウマなど、途中で明らかになる意外
なつながりとともに、現代を生きる女性のさまざまな顔を
描く 5 編の連作小説集。■まずはこれ食べて（原田ひ香、双葉文庫）池内胡
雪は多忙なベンチャー企業で働く 30 歳。不規則な生活で食事はおろそかに
なり、社内も散らかり放題の状況を改善するため、社長は会社に家政婦を雇
う。やってきた家政婦は無愛想だったが、いつも心がほっとするご飯を作っ
てくれた。現代社会の疲れを癒す、美味しいご飯の連作短編集。■家族だか
ら愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった＋かきたし（岸田奈美、小学
館文庫）真夏の甲子園でホットコーヒーの売り子をしたり、試着に 1 時間か
かるブラジャーを買ったりと、なぜか日々おもしろいことが起きてしまう作
家・岸田奈美がつづる情報過多な日々のこと。大丈夫な家族と、大丈夫じゃ
ない日々をリズミカルな文章でユーモラスに綴るエッセイ集。（高橋冨美江）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

赤
川
次
郎
が
描
く
親
子
の
絆
と
再
生
。
教
授
と
ハ
カ
セ
の
人
生
論
。﹁
生
き
物
と
し
て
ラ

ク
な
あ
り
方
﹂
の
ヒ
ン
ト
を
語
る
。
５
人
の
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
描
く
。
現
代
社
会

の
疲
れ
を
癒
す
連
作
短
編
集
。
笑
え
て
泣
け
る
岸
田
家
の
日
々
の
こ
と
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
夏
の

大
都
会
。
い
つ
も
な
ら
楽
し
い

散
歩
時
間
だ
け
ど
、
こ
の
暑
さ

に
わ
ん
こ
も
バ
テ
バ
テ
。
ジ
リ

ジ
リ
と
焼
け
る
よ
う
な
歩
道
、

鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
、
彼
の
顔

に
向
か
っ
て
く
る
た
く
さ
ん
の

人
間
の
足
に
ウ
ン
ザ
リ
し
、
道

の
真
ん
中
で
う
ず
く
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
た
飼
い

主
は
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
電
車

に
乗
り
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

ビ
ー
チ
に
向
か
い
ま
す
。
ビ
ー

チ
に
つ
い
た
わ
ん
こ
は
波
と
戯

れ
、
サ
ラ
サ
ラ
の
砂
の
上
を
走

り
回
っ
て
楽
し
む
の
で
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
絵

本
部
門
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
、

２
０
２
３
年
コ
ー
ル
デ
コ
ッ
ト

賞
受
賞
作
。
こ
の
賞
は
、
ア
メ

リ
カ
で
１
年
間
に
出
版
さ
れ
た

絵
本
の
中
か
ら
最
も
す
ぐ
れ
た

作
品
に
対
し
て
年
に
１
度
贈
ら

れ
る
も
の
。
さ
ら
に
児
童
文
学

賞
の
エ
ズ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ

ー
ツ
賞
も
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。

日
本
語
版
は
Ｎ
Ｙ
在
住
の
音
楽

家
・
矢
野
顕
子
さ
ん
が
翻
訳
を

担
当
、
７
月
20
日
か
ら
日
本
で

販
売
さ
れ
る
。
大
都
会
の
夏
と

対
照
的
な
避
暑
地
の
海
辺
の
爽

快
感
を
描
い
た
絵
本
。︵
高
田
︶

暑
い
日
は
犬
と
ビ
ー
チ
で
涼
も
う

 『Hot Dog』
Written by Doug Salati

Published by Knopf Books for Young Readers

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.idocenter.com
http://kkobo.com/


 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 139

JULY

Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
信
地
か
ら

  ◇氏名：リンゼイ（38 歳）
◇職業：バレリーナをコーチす
る
◇居住地：マンハッタンのアッ
パーウエストサイド
◇着用の服：ドレスはパクト、
靴はロフト

◇よく利用する店：アンソロポ
ロジー
◇好きなブランド：特になし
◇着こなしで気をつけているこ
と：気に入ったらすぐに購入
◇撮影場所：リンカーンセンター
の南側で

　リンカーンセンターの南側、62 丁目に聳える高層ビルは学生寮も含めた
フォーダム・ロースクール（法律大学院）。同校はニューヨーク市でコロンビ
ア大学、ニューヨーク大学に次ぐ名門ロースクールで全米ランキングは 21 位
から 29 位の間、毎年 500 人の定員には 7000 人以上が志願し、司法試験合格
率は９２．３％、卒業生の多数はトップクラスの弁護士事務所に吸収されて行
く。４年制の夜間ロースクールも全米３位にランクされている。この法律学
校には米国唯一の「ファッション法律」の部門が設けられている。2010 年に
スーザン・スキャンディ同ロースクール教授のイニシアチブの下、ファッショ
ンを取り巻くさまざまな法律を集合してファッション業界の観点から法律に
取り組んだ部門。当時、リンカンセンターでは春と秋にNYファッションウィー
クが華やかに開催されていた。 （ワインスタイン今井絹江、写真も )
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米
人
高
校
生
に
日
本
語
を
教
え
続
け
て

NY市立フランシス・ルイス高校

日本語教師をこのほど退職した

木村 光子 さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
公
立
高

校
で
、
第
二
外
国
語
の
選
択
科

目
に
日
本
語
を
取
り
入
れ
て
い

る
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ル
イ
ス
高
校
で
16
年
間
、

日
本
語
教
師
と
し
て
米
国
人
高

校
生
に
日
本
語
を
教
え
て
き
た

木
村
光
子
さ
ん
が
７
月
１
日
付

で
同
校
を
退
職
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
教
師
生

活
60
年
に
及
ぶ
木
村
さ
ん
は
、

福
岡
県
生
ま
れ
。
宗
像
郡
宗
像

高
校
か
ら
奈
良
女
子
大
の
理
論

物
理
学
科
で
数
学
の
教
員
免
許

を
取
得
し
て
１
９
６
０
年
に
卒

業
。
結
婚
後
来
米
し
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
の
創
設
に

関
わ
り
、
Ｎ
Ｙ
補
習
校
と
全
日

制
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

の
数
学
の
教
師
を
長
年
務
め

た
。
４
人
い
る
米
国
生
ま
れ
の

子
供
達
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
ビ
ー

リ
ー
グ
や
Ｎ
Ｙ
大
を
卒
業
し
て

立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
い
る

が
、
米
国
の
教
育
を
受
け
な
が

ら
育
っ
て
い
く
子
た
ち
を
見
て

日
本
語
教
育
の
必
要
性
を
感
じ

た
の
が
、
米
国
で
日
本
語
教
師

に
転
向
す
る
動
機
と
な
っ
た
。

　

日
本
で
は
理
系
だ
っ
た
た

め
、
米
国
で
文
系
の
教
員
免
許

を
取
得
す
る
の
に
は
苦
労
し
た

そ
う
だ
が
、
２
０
０
７
年
に
資

格
試
験
に
合
格
し
、
Ｎ
Ｙ
市
立

高
校
の
日
本
語
の
教
師
と
な
っ

た
。
木
村
さ
ん
の
学
校
で
の
日

本
語
教
育
は
、
第
二
外
国
語
と

し
て
の
日
本
語
だ
。

　

そ
し
て
授
業
の
副
教
材
と
し

て
選
ん
だ
の
が
、
本
紙
﹁
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
だ
っ
た
。﹁﹃
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
﹄
は
日
本
の
文
化
の

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

に
紹
介
さ
れ
ま
す
。
と
く
に
新

年
号
は
、
新
年
登
校
日
の
授
業

に
間
に
合
わ
せ
て
、
数
日
前
か

ら
食
料
品
店
を
ま
わ
り
、
20
部

ず
つ
取
り
寄
せ
ま
し
た
。
そ
の

全
生
徒
分
１
２
０
部
を
学
校
へ

運
ぶ
の
は
、
車
の
運
転
を
や
め

て
い
る
の
で
、
大
変
な
仕
事
で

し
た
。
で
も
Ｎ
Ｙ
で
日
本
語
を

勉
強
し
た
生
徒
た
ち
は
、
国
際

感
覚
を
身
に
着
け
た
生
徒
た
ち

で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
人
口

減
少
に
よ
る
人
手
不
足
を
救
う

日
が
必
ず
来
る
と
信
じ
て
い
ま

す
﹂
と
話
す
。
ま
た
長
年
教
壇

に
立
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、
中

国
と
韓
国
の
本
国
政
府
に
よ
る

自
国
語
を
広
め
る
資
金
援
助
の

力
の
入
れ
方
だ
。
国
策
と
し
て

市
の
教
育
関
係
者
に
働
き
か
け

て
い
る
の
見
て
、
日
本
政
府
も

海
外
で
の
日
本
語
教
育
に
力
を

入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
が

心
残
り
だ
。
今
後
は
﹁
日
本
語

を
話
す
人
た
ち
が
一
人
で
も
多

く
な
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
有
志
と
続
け
て
い
き
た

い
﹂と
い
う
。︵
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
は
本
人
提
供
︶

　週刊 NY 生活の記事を副教
材にして日本語を学ぶフラン
シス・ルイス高校の生徒たち

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
http://www.salon-oasis.net
https://www.cosmeproud.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

6
月
24
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
補
習
授
業
校(

高
畑
誠
校

長)

で
児
童
会
主
催
の
球
技
大

会
が
行
わ
れ
た
。

　

球
技
大
会
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
。
児
童
た
ち
に
と
っ
て
最
も

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
球
技
で
あ
る
。

対
象
は
初
等
部
５
・
６
年
生
の

4
ク
ラ
ス
の
ク
ラ
ス
対
抗
戦
。

笛
の
音
に
合
わ
せ
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
ス
タ
ー
ト
。ボ
ー
ル
を
投
げ
、

そ
の
ボ
ー
ル
か
ら
逃
げ
る
子
、

立
ち
向
か
っ
て
行
く
子
、
あ
え

な
く
ぶ
つ
け
ら
れ
る
子
、
が
っ

ち
り
キ
ャ
ッ
チ
す
る
子
な
ど
、

短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
随
所

に
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
が
見

ら
れ
る
4
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
。

　

児
童
会
主
催
な
の
で
今
後
も

役
員
が
中
心
に
な
っ
て
初
等
部

1
〜
4
年
生
と
一
緒
に
活
動
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

球
技
大
会
を
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
のA

lto

日
本
語
補
習
校

︵
中
村
健
人
校
長
︶
で
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
前
期
を
開
催
し
て
い

る
。
今
年
度
は
、
前
期
・
中
期
・

後
期
と
３
期
間
で
の
実
施
。
前

期
は
自
然
と
探
検
を
メ
イ
ン
の

テ
ー
マ
に
、
植
物
や
動
物
に
触

れ
る
こ
と
を
中
心
に
し
た
活
動

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
第
１
週

目
は
植
物
を
素
材
に
し
た
染
め

物
に
挑
戦
し
た
。
イ
チ
ゴ
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
よ
う
な
果
物
、

み
か
ん
、
玉
ね
ぎ
の
皮
と
い
っ

た
素
材
を
煮
て
染
料
液
を
つ
く

る
。
で
き
あ
が
っ
た
染
料
液
は

赤
、
紫
、
茶
、
と
色
と
り
ど
り

に
な
り
、﹁
き
れ
い
！
﹂
と
歓

声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
後
は
ハ

ン
カ
チ
を
輪
ゴ
ム
で
縛
っ
て
液

に
つ
け
る
。
染
め
上
げ
ら
れ
た

ハ
ン
カ
チ
は
、
色
や
模
様
、
風

合
い
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
見

せ
、﹁
き
れ
い
に
で
き
た
〜
！
﹂

と
子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
を
見
せ

た
。
食
べ
る
以
外
に
も
、
植
物

の
用
途
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、

自
然
の
産
物
の
可
能
性
に
目
を

向
け
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
も
ね
ら
い
の
一
つ

だ
。
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、

そ
の
ほ
か
日
本
の
文
化
や
風
習

に
ま
つ
わ
る
活
動
や
水
泳
、
屋

外
遊
び
の
時
間
も
設
け
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
思
い
き
り

楽
し
ん
で
い
る
。
活
動
の
様
子

は
同
校
のY

ouT
ube

チ
ャ

ン
ネ
ル
で
毎
日
更
新
中
だ
。

染め物に挑戦
Alto日本語補習校

サマースクールで

プリンストン大学を訪問
Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

﹁
地
球
環
境
の
未
来
﹂
学
ぶ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
中

等
部
生
20
人
が
6
月
23
日
、
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
訪
問
し

た
。
今
年
は
海
洋
研
究
開
発
機

構
︵
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
︶
の
研

究
員
で
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
・

米
国
海
洋
大
気
庁︵
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
︶

の
客
員
研
究
員
を
務
め
る
森
岡

優
志
氏
を
講
師
に
﹁
地
球
環
境

の
未
来
﹂
に
つ
い
て
の
講
義
を

し
て
も
ら
っ
た
。

　

講
義
で
は
、
先
日
の
カ
ナ
ダ

で
の
山
火
事
の
影
響
や
日
本
と

ア
メ
リ
カ
の
砂
浜
の
違
い
、
地

球
環
境
予
測
な
ど
に
つ
い
て
解

説
す
る
だ
け
で
な
く
、
科
学
者

を
志
し
た
経
緯
や
仕
事
の
流

れ
、
論
文
の
書
き
方
な
ど
も
交

え
、
非
常
に
興
味
深
く
、
さ
ら

に
生
徒
か
ら
の
質
問
に
も
答
え

て
く
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
集
中

し
て
講
義
を
受
け
、
持
続
可
能

な
地
球
環
境
を
創
ろ
う
と
す
る

当
事
者
意
識
を
持
ち
、
自
分
に

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と

す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
ゆ
か
り
の
講
義
室
で
地
球

環
境
の
未
来
に
つ
い
て
学
ぶ
貴

重
な
体
験
と
な
っ
た
。
ま
た
、

森
岡
氏
か
ら
の
﹁
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
、
そ
の
道
の
専
門
家

に
出
会
い
、
そ
れ
を
続
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
楽
し
む
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
﹂
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、
自

分
の
将
来
や
生
き
方
に
つ
い
て

考
え
た
生
徒
も
多
く
、
有
意
義

な
講
演
会
と
な
っ
た
。

中等部

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://maikopiano.com/
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Ｑ　

渡
米
し
て
約
１
年
が
経
ち

今
秋
10
年
生
に
な
る
娘
に
つ
い

て
質
問
さ
せ
て
下
さ
い
。
駐
在

で
来
て
い
ま
す
が
、
今
の
高
校

を
卒
業
し
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
進
学
す
る
の
が
娘
の
希
望

で
、
親
と
し
て
も
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
娘
は
ア
メ

リ
カ
で
誕
生
後
す
ぐ
に
日
本
に

戻
っ
た
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
国

籍
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
で
も
大
学
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
10
年
生
か
ら
ア
メ
リ

カ
に
来
た
知
り
合
い
の
お
子
さ

ん
が
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ
ア
を

上
げ
る
た
め
に
１
年
勉
強
し
た

と
聞
い
て
、
必
要
な
ら
早
め
に

勉
強
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｙ
州
、
母
︶

Ａ　

英
語
の
能
力
を
測
る
試
験

は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
以
外
に
も
Ｉ

Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
やD

uolingo

な
ど

色
々
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
受

験
生
に
と
っ
て
最
も
馴
染
み
の

あ
る
テ
ス
ト
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の

大
部
分
の
大
学
が
英
語
能
力
試

験
と
し
て
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
も
受
け

付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
よ
り
試
験
時
間
の

短
い
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
を
受
け
る
人

が
近
年
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま

たD
uolingo

を
採
用
す
る
大

学
も
増
え
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

も
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
よ
り
高
得
点
を

取
り
や
す
い
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
た
だ
、
今
月
７
月
26

日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
試
験
内

容
が
少
し
変
わ
り
、
２
時
間
以

下
と
短
時
間
で
終
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
後
英
語
能

力
試
験
を
受
け
る
必
要
の
あ
る

人
は
各
テ
ス
ト
の
内
容
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
分
に
合
っ
た

テ
ス
ト
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し
ょ

う
。

　

英
語
能
力
試
験
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
で
す

が
、
大
学
に
よ
っ
て
方
針
が
違

い
ま
す
。
母
国
語
が
英
語
以
外

の
人
は
国
籍
や
教
育
を
受
け
て

き
た
言
語
に
関
わ
ら
ず
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
な
ど
の
試
験
を
受
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
場
合
も
あ
れ

ば
、
高
校
４
年
間
を
ず
っ
と
ア

メ
リ
カ
な
ど
英
語
圏
で
英
語
の

授
業
を
受
け
て
き
た
人
は
必
要

な
い
場
合
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
今
後
ど
の
大
学
に
出
願
す

る
か
ま
だ
決
め
ら
れ
な
い
で
す

し
、
出
願
す
る
す
べ
て
の
大
学

が
英
語
能
力
試
験
を
要
求
し
な

い
と
い
う
可
能
性
は
低
い
の

で
、
試
験
を
受
け
る
つ
も
り
で

勉
強
を
始
め
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
ス
コ
ア
を
出
す
必
要
の
な

い
人
で
も
、
自
分
の
英
語
能
力

を
示
す
よ
い
機
会
と
と
ら
え
、

テ
ス
ト
ス
コ
ア
を
提
出
す
る
人

も
多
く
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
テ

ス
ト
勉
強
は
大
学
出
願
に
必
要

な
だ
け
で
な
く
、
高
校
の
授
業

や
大
学
に
入
っ
て
か
ら
で
も
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
の
試
験
で
も
リ
ス
ニ
ン

グ
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
４

つ
の
分
野
の
能
力
が
問
わ
れ
ま

す
。
大
学
に
よ
っ
て
求
め
る
ス

コ
ア
が
違
い
ま
す
が
、
大
学
の

サ
イ
ト
に
そ
の
大
学
の
求
め
る

最
低
ス
コ
ア
が
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
れ
を

参
考
に
し
て
下
さ
い
。
最
初
は

低
く
て
も
諦
め
ず
勉
強
を
続
け

て
い
く
こ
と
で
ス
コ
ア
が
必
ず

上
が
り
ま
す
。
相
談
者
さ
ん
の

知
り
合
い
の
お
子
さ
ん
の
よ
う

に
、
ス
コ
ア
を
上
げ
る
た
め
に

１
年
以
上
勉
強
す
る
人
は
多
い

で
す
。
一
般
に
大
学
に
入
学
す

る
時
か
ら
遡
っ
て
２
年
以
内
に

受
け
た
ス
コ
ア
の
み
が
有
効
な

の
で
、
実
際
に
試
験
を
受
け
る

の
は
11
年
生
に
な
っ
て
か
ら
で

よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
ア
メ

リ
カ
で
英
語
の
授
業
を
受
け
る

時
間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

英
語
の
能
力
が
総
体
的
に
上
が

る
は
ず
で
す
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
を
複
数
回
受
験

し
た
人
の
中
に
は
、
テ
ス
ト
結

果
に
表
示
さ
れ
る
マ
イ
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
︵M

yB
est Scores)

を
大
学
に
提
出
す
る
ス
コ
ア
だ

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
２
回
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
を
受
け
、
１
回
目
の
テ
ス
ト

で
は
リ
ス
ニ
ン
グ
と
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
の
ス
コ
ア
が
高
く
、
２
回

目
の
テ
ス
ト
で
は
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
ス
コ
ア

が
高
か
っ
た
場
合
、
最
も
高
い

そ
の
４
つ
の
ス
コ
ア
に
注
目
し

合
計
点
が
算
出
さ
れ
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
大
学
は
マ
イ
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
で
は
な
く
、
最
も
高
か

っ
た
一
回
分
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ス

コ
ア
で
判
断
し
ま
す
の
で
留
意

し
て
下
さ
い
。

　

英
語
能
力
試
験
の
ス
コ
ア
提

出
が
免
除
さ
れ
る
か
ど
う
か
判

断
で
き
な
い
場
合
は
、
大
学
の

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
に

直
接
聞
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
も
免
除
さ
れ
る
可
能
性
を
探

る
よ
り
、
ま
だ
時
間
が
あ
る
の

で
す
か
ら
試
験
勉
強
を
し
て
英

語
の
能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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ＴＯＥＦＬを受ける必要がある？

　

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
幼
児
部

︵
高
畑
誠
校
長
︶
は
6
月
24
日
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
行
っ

た
。
年
中
組
は
コ
ッ
プ
を
用
い

て
立
体
的
な
も
の
を
、
年
長
組

は
折
り
紙
を
使
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

製
作
し
た
。
子
ど
も
達
は
で
き

あ
が
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
そ
し
て

そ
れ
を
使
っ
て
遊
ぶ
こ
と
を
考

え
な
が
ら
製
作
に
夢
中
に
な
っ

て
い
た
。
で
き
あ
が
っ
た
色
と

り
ど
り
の
、
そ
し
て
思
い
思
い

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
下
校
時

に
大
事
に
抱
え
て
、﹁
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
﹂
と
ス
タ
ッ
フ
に
見

せ
な
が
ら
帰
っ
て
行
く
姿
は
微

笑
ま
し
か
っ
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

立
体
と
折
り
紙
で
製
作

ＮＪ補習授業校幼児部
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
︶
で
は

第
41
回
目
と
な
る
前
期
育
英
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
︵
総
合
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
笠
間
将
平
︶
が
行
わ
れ

て
い
る
。
幼
児
部
、
小
学
部
に

加
え
、
英
語
に
特
化
し
た
英
語

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
2
週
間
の

宿
泊
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
野
球

教
室
や
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご
教
室

等
、
多
数
の
部
門
に
わ
た
っ
て

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
集

ま
っ
た
50
人
の
幼
児
部
で
は

﹃
お
い
し
い
楽
し
い
日
本
の
世

界
へ
！
﹄
を
テ
ー
マ
に
、空
手
・

茶
道
教
室
、
お
み
こ
し
製
作
、

流
し
そ
う
め
ん
、
和
太
鼓
体
験

等
、
日
本
文
化
を
体
験
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
米
国
に
い
て
も
日
本
ら
し

い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
め

る
。
期
間
中
ほ
ぼ
毎
日
開
催
さ

れ
て
い
る
水
泳
教
室
は
、
経
験

豊
富
な
指
導
者
に
よ
る
丁
寧
な

指
導
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
博

し
て
い
る
。
中
で
も
、
顔
を
水

に
つ
け
ら
れ
な
い
子
が
、
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
終
了
時
に
は
ク
ロ

ー
ル
が
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
園

児
が
多
く
い
る
。
園
児
達
は
、

毎
日
歓
喜
の
声
を
響
か
せ
な
が

ら
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
て
い
る
。

　

前
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
7
月
14

日
に
終
了
、
17
日
か
ら
は
後
期

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
2
週

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
予
定

︵
若
干
名
空
き
有
り
︶。

　

放
課
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

サ
マ
ー
野
球
教
室
が
行
わ
れ
て

お
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

多
く
の
児
童
が
毎
日
元
気
に
汗

を
流
し
て
い
る
。
野
球
を
知
っ

て
い
く
と
同
時
に
、
集
団
で
の

マ
ナ
ー
や
礼
儀
、
道
具
の
扱
い

の
指
導
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
盛
り
込
ん
で

い
る
。
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽

し
さ
を
感
じ
、
野
球
の
技
能
向

上
ま
で
を
目
指
し
て
い
る
。
全

く
の
初
心
者
か
ら
、
普
段
か
ら

野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て
練
習
し

て
い
る
子
ま
で
、
ど
の
子
も
安

全
に
楽
し
め
る
よ
う
に
Ｎ
Ｙ
育

英
特
別
ル
ー
ル
を
設
け
て
い

る
。
全
員
が
投
打
に
活
躍
し
、

白
熱
す
る
サ
マ
ー
野
球
教
室
は

毎
日
4
時
か
ら
5
時
30
分
ま

で
、
同
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

7
月
28
日
ま
で
実
施
す
る
。
途

中
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
学
園
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
事
務
局
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルsum

m
er-

cam
p

.n
y

ik
u

ei@
g

m
ail.

com

ま
で
。

　

ま
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
７

月
８
月
と
８
週
間
の
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
開
か
れ
て
い

る
。
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

へ
の
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
９
３
５
・
８
５
３
５
、

Ｅ

メ

ー

ル

frien
d

s.
nyikuei@

gm
ail.com

ま
で
。

水泳教室など

育英学園サマースクール
参加者を募集

https://starchildny.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://www.nykoyamashodo.com/
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://www.gwjs.org
mailto:info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
summercamp.nyikuei@gmail.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

日
本
ク
ラ
ブ
・
実
用
ペ
ン
字
ク
ラ
ス

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
50
回
夏
期
課
題
、
第
２

回
目
の
選
考
作
品
19
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年

度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米

国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と

賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作

品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団

体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し

ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.ny

seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
第
51
回
秋
期
課
題
の
発
表

は
８
月
26
日
号
の
予
定
で
す
。

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 
第
50
回
夏
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
２
︶

 協賛：米国ゼブラ社

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com


　

今
小
学
校
最
終
学
年
で
、

ち
ょ
う
ど
誕
生
日
で
十
二
才

に
な
っ
た
所
だ
か
ら
、
今
か

ら
十
年
後
と
い
う
と
、
大
学

四
年
生
。
ど
ん
な
大
人
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
な
っ
て
い

な
い
の
か
、
自
分
で
整
理
し

た
い
か
ら
こ
の
手
紙
を
書
こ

う
と
思
っ
た
。

　

ぼ
く
は
今
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

が
好
き
で
、
週
二
回
練
習
に

通
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
高
校

や
大
学
で
チ
ー
ム
に
入
れ
た

か
な
。
コ
ロ
ナ
で
遊
び
に
行

け
な
い
間
、
裏
庭
で
い
っ
ぱ

い
練
習
し
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
る
か
な
。
プ
ロ
に
な
れ

て
い
な
い
と
し
て
も
、
あ
の

頃
の
努
力
や
、
友
達
と
協
力

し
て
勝
つ
た
め
に
頑
張
っ
た

こ
と
は
、
き
っ
と
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
以
外
の
こ
と
で
も
役
に

立
っ
て
い
る
よ
ね
。

　

ぼ
く
は
今
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
興
味
が
あ
っ
て
、
い

つ
か
そ
う
い
う
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
け
れ

ど
、
少
し
で
も
夢
に
近
づ
い

て
い
る
か
な
。

　

ぼ
く
は
算
数
が
好
き
だ
か

ら
、
も
っ
と
も
っ
と
そ
の
得

意
を
伸
ば
し
て
、
お
父
さ
ん

の
よ
う
に
ボ
ス
ト
ン
キ
ャ
リ

ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
日
本
で
働

け
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
よ
。
そ
の
た
め
に

は
、
き
ち
ん
と
現
地
校
や
補

習
校
の
宿
題
を
さ
っ
さ
と
終

わ
ら
せ
て
、
自
由
な
時
間
を

有
効
的
に
使
え
る
よ
う
に
し

な
く
ち
ゃ
ね
。
今
は
、
ま
だ

楽
し
い
こ
と
に
流
さ
れ
ち
ゃ

う
こ
と
も
あ
る
し
、
夢
も
一

つ
に
し
ぼ
れ
な
い
か
ら
、
試

行
さ
く
誤
だ
け
ど
…
。

　

家
族
の
み
ん
な
は
元
気

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
か
。

十
九
才
の
弟
な
ん
て
想
像
出

来
な
い
な
。
も
う
ひ
げ
が
生

え
て
い
た
り
し
て
。
ち
ょ
っ

と
気
持
ち
悪
い
な
。
あ
、
で

も
ぼ
く
も
か
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も

ケ
ガ
や
病
気
な
く
、
相
変
わ

ら
ず
ゴ
ル
フ
や
テ
ニ
ス
を
い

そ
が
し
く
や
っ
て
い
る
か
な
。

ぼ
く
も
上
手
に
な
っ
て
、
二

人
を
や
っ
つ
け
る
く
ら
い
に

な
っ
て
い
た
ら
い
い
な
。

　

結
構
色
々
書
い
た
け
れ
ど
、

ぼ
く
が
言
い
た
い
こ
と
は
、

﹃
自
分
頑
張
れ
！
﹄
と
い
う
こ

と
だ
。
き
っ
と
こ
の
先
い
や

な
こ
と
や
辛
い
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
し
、
ぼ
く
の
こ
と
だ

か
ら
い
っ
ぱ
い
忘
れ
物
も
し

て
、
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
で
も
ぼ
く
は
い
つ

で
も
ぼ
く
の
味
方
だ
し
、
困

難
を
乗
り
こ
え
ら
れ
る
と
信

じ
て
い
る
よ
。

　

十
年
後
の
ぼ
く
も
、
頑
張

れ
。

　
　
　

︵
滞
米
９
年
３
か
月
︶

　
　

　
　

□　
　

□　
　

□
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私
は
生
後
一
歳
の
時
、
ハ

ワ
イ
の
オ
ア
フ
島
の
真
珠
湾

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
の
記
憶
は
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
校
4

年
生
の
時
ま
た
訪
れ
た
ハ
ワ

イ
の
自
然
の
美
し
さ
に
つ
い

て
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
ハ
ワ

イ
に
私
の
国
で
あ
る
日
本
が

爆
弾
が
落
と
し
た
こ
と
を
想

像
す
る
だ
け
で
、
と
て
も
悲

し
い
で
す
。

　

真

珠

湾

攻

撃

と

は
、

1
9
4
1
年
12
月
7
日
、
日

本
海
軍
が
真
珠
湾
の
米
軍
基

地
を
奇
襲
攻
撃
し
た
し
た
こ

と
を
指
し
ま
す
。
真
珠
湾
の

あ
る
ハ
ワ
イ
諸
島
は
ち
ょ
う

ど
日
本
と
北
ア
メ
リ
カ
大
陸

の
間
に
位
置
し
ま
す
。
日
本

は
な
ぜ
ハ
ワ
イ
を
攻
撃
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
に
は

日
本
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
侵

略
へ
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
干

渉
を
抑
え
る
た
め
で
し
た
。

そ
の
た
め
真
珠
湾
攻
撃
と
ほ

ぼ
同
時
に
、
日
本
軍
は
マ
レ

ー
半
島
も
攻
撃
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
攻
め
る
こ
と
で
、
ア

メ
リ
カ
軍
と
イ
ギ
リ
ス
軍
を

混
乱
さ
せ
て
、
マ
レ
ー
半
島

と
真
珠
湾
へ
の
攻
撃
の
成
功

率
を
上
げ
る
た
め
で
し
た
。

ハ
ワ
イ
を
攻
撃
し
た
も
う
一

つ
の
理
由
に
は
、
資
源
の
石

油
を
得
る
た
め
で
し
た
。
当

時
、
日
本
は
石
油
の
輸
入
の

70
％
を
ア
メ
リ
カ
に
頼
っ
て

い
ま
し
た
が
、
日
本
に
よ
る

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
侵
略
で

ア
メ
リ
カ
は
経
済
措
置
と
し

て
石
油
輸
出
を
完
全
に
止
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
レ

ー
半
島
や
中
国
へ
の
侵
略
に

必
要
な
燃
料
が
な
く
な
り
、

戦
争
が
続
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
日
本
は
、
ど
う
し
よ
う
も

な
く
て
ア
メ
リ
カ
に
攻
撃
し

た
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
無
謀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は

山
本
五
十
六
に
よ
る
発
案
で
、

ほ
と
ん
ど
の
日
本
軍
幹
部
は

ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
戦
争
を

す
る
な
ん
て
、
無
謀
だ
と
言

っ
た
そ
う
で
す
が
、
石
油
を

な
く
し
て
戦
争
を
続
け
ら
れ

 

﹁
え
い　

え
い　

お
ー
！
﹂

青
く
澄
み
渡
る
空
の
下
で
、

私
た
ち
の
声
が
響
き
渡
る
。

運
動
会
当
日
。
私
た
ち
は
こ

の
日
の
た
め
に
毎
日
練
習
を

し
た
。
自
分
た
ち
な
り
に
頑

張
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
運
動
会
へ
の

気
持
ち
は
違
う
の
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
な
が
ら
、
私
は
私

の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
し

て
い
た
。

 

﹁
リ
レ
ー
﹂
。
そ
れ
は
、
幼
稚

園
か
ら
運
動
会
で
や
っ
て
き

た
種
目
だ
。
毎
年
、
先
生
に

言
わ
れ
た
と
お
り
に
バ
ト
ン

を
つ
な
ぎ
、
走
っ
て
き
た
。

で
も
、
今
年
は
、
そ
う
し
た

く
な
い
。
今
年
は
、
﹁
自
分
﹂

で
走
り
、
﹁
バ
ト
ン
﹂
を
仲

間
に
渡
し
た
い
の
だ
。
確
か

に
今
ま
で
も
バ
ト
ン
を
渡
し

て
き
た
。
で
も
、
今
年
は
物

理
的
な
﹁
バ
ト
ン
﹂
で
は
な

い
バ
ト
ン
を
渡
し
た
か
っ
た
。

私
た
ち
の
中
の
バ
ト
ン
。
あ

ま
り
話
し
た
こ
と
の
な
い
仲

間
と
も
、
毎
日
話
し
て
い
る

仲
間
と
も
、
﹁
ト
モ
ダ
チ
﹂
と

し
て
繋
が
り
た
か
っ
た
。
私

は
、
離
れ
て
い
て
も
﹁
ト
モ

ダ
チ
﹂
で
い
れ
ば
必
ず
ま
た

会
え
る
、
と
信
じ
て
い
る
。

だ
か
ら
出
会
い
と
別
れ
が
飛

び
交
う
こ
の
学
校
で
、
私
と
、

仲
間
を
、
﹁
友
達
﹂
と
い
う
バ

ト
ン
で
繋
ぎ
た
か
っ
た
。
繋

が
り
た
か
っ
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
。
怖
い

よ
う
な
、
楽
し
み
な
よ
う
な
、

で
も
や
っ
ぱ
り
怖
い
よ
う
な
。

こ
う
緊
張
し
て
い
る
間
に
も
、

時
間
は
刻
々
と
た
っ
て
い
く
。

始
ま
り
が
近
づ
い
て
く
る
。

﹁
位
置
に
つ
い
て
﹂
と
開
始

の
声
が
聞
こ
え
る
。﹁
よ
ー
い

ど
ん
﹂
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と

同
時
に
、
第
一
走
者
が
走
り

始
め
る
。
皆
真
剣
な
顔
つ
き

で
走
っ
て
い
る
。
そ
の
表
情

が
、
私
を
さ
ら
に
怖
が
ら
せ

た
。
も
し
私
が
転
ん
だ
ら
ど

う
し
よ
う
、
み
ん
な
頑
張
っ

て
い
る
の
に
私
が
…
。
考
え

出
し
た
ら
き
り
が
な
い
。
で

も
、
私
の
番
に
な
っ
た
と
き

は
、
も
う
開
き
直
っ
て
い
た
。

み
ん
な
が
こ
ん
な
に
練
習
し

た
ん
だ
、
勝
っ
て
も
負
け
て

も
き
っ
と
い
い
思
い
出
に
な

る
は
ず
。
な
ら
、
と
に
か
く

本
気
で
走
ろ
う
、
と
。

　

ス
タ
ー
ト
の
位
置
に
つ
く
。

前
の
走
者
が
近
づ
い
て
く
る
。

﹁
パ
シ
ッ
﹂。
バ
ト
ン
が
渡
さ

れ
た
。
で
も
、
渡
さ
れ
た
の

は
、
バ
ト
ン
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
こ
と
。
そ
れ
が
す
べ
て
、

私
の
手
の
ひ
ら
に
乗
っ
た
気

が
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
走

っ
た
。
私
は
あ
ま
り
足
が
速

く
な
い
。
そ
れ
で
も
、走
っ
た
。

周
り
の
声
は
聞
こ
え
な
か
っ

た
。
た
だ
そ
こ
に
居
た
の
は
、

私
と
次
の
走
者
だ
け
の
よ
う

な
感
覚
だ
っ
た
。
次
の
走
者

に
バ
ト
ン
を
渡
す
。
ま
た
﹁
パ

シ
ッ
﹂
と
鳴
っ
た
。
頼
ん
だ

よ
、と
目
で
伝
え
た
。
思
い
は
、

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
２
回
目
を
走
る
。
ま

た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
。

本
気
で
走
っ
て
い
る
前
の
走

者
の
目
か
ら
色
々
な
も
の
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
で
も
、
も

う
怖
く
な
い
。
走
る
こ
と
が
、

つ
な
が
る
こ
と
が
楽
し
い
っ

て
、
教
え
て
く
れ
た
か
ら
。

　

走
る
の
が
楽
し
い
、
と
い

う
感
覚
は
初
め
て
だ
っ
た
。

幼
稚
園
の
頃
か
ら
運
動
会
の

徒
競
走
は
ほ
ぼ
ビ
リ
で
、
楽

し
い
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
は

１
度
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
な

の
に
、﹁
ど
う
し
て
。﹂
と
今

も
不
思
議
に
感
じ
て
い
る
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
、
１
度
走

っ
て
み
た
。
で
も
、
楽
し
い

な
ん
て
感
じ
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
大
嫌
い
な
﹁
走
る
﹂

こ
と
が
楽
し
く
感
じ
た
の
は
、

仲
間
が
応
援
し
て
く
れ
て
、

助
け
て
く
れ
て
い
る
う
ち
に
、

﹁
ト
モ
ダ
チ
﹂
と
し
て
繋
が
り

あ
え
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
。

　
　
　

︵
滞
米
１
年
６
か
月
︶

 ﹁
繋
げ
た
い
、
繋
が
り
た
い
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
田
　
夕
莉
子

 ﹁
真
珠
湾
攻
撃
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
希
子

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随
時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目
安に最長 2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、写真を必
ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

わ
た
し
の
好
き
な
夕
食
は
、

餃
子
で
す
。
餃
子
が
好
き
な

理
由
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
餃
子
の
皮
が

カ
リ
カ
リ
だ
け
ど
、
も
っ
ち

り
し
て
い
る
事
で
す
。
皮
だ

け
で
二
つ
の
食
感
を
感
じ
ら

れ
る
と
、
さ
い
高
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
肉
々
し
さ
で

す
。
餃
子
を
か
ん
だ
し
ゅ
ん

か
ん
に
で
て
く
る
肉
じ
る
は

た
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
後
か

ん
だ
ら
肉
が
つ
け
た
す
じ
ょ

う
油
︵
す
と
し
ょ
う
油
︶
と

合
わ
さ
っ
て
お
い
し
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
す
じ
ょ
う
油

と
白
米
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ

る
の
が
好
き
で
す
。
週
八
で

食
べ
た
い
ほ
ど
大
好
き
で
す
。

最
近
母
が
作
っ
て
く
れ
て
い

な
い
の
が
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

　

母
が
作
っ
て
く
れ
る
餃
子

は
ぜ
っ
ぴ
ん
で
す
。
今
度
い

っ
し
ょ
に
餃
子
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

︵
滞
米
６
年
８
か
月
︶

 ﹁
十
年
後
の
ぼ
く
へ
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
渕
　
怜
央

 ﹁
わ
た
し
の

　

好
き
な
夕
食
﹂

　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
野
　
純
奈

ず
、
仕
方
な
く
決
断
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
本
は
、
ド
イ
ツ

や
イ
タ
リ
ア
と
手
を
組
ん
で
、

枢
軸
国
と
し
て
戦
い
ま
し
た
。

日
本
は
マ
レ
ー
半
島
を
占
領

し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
や
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
占
領
し
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
と
戦
っ
て
い
た

の
で
、
同
じ
敵
を
持
つ
ド
イ

ツ
と
同
盟
を
組
む
こ
と
で
利

害
一
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

日
本
が
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

に
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
面

白
く
思
っ
て
い
な
い
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
な
ど
が
同
盟

国
と
し
て
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
第
二
次
世
界
対
戦
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
日
本
が
真
珠
湾
攻
撃

を
し
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
日

本
は
最
初
か
ら
他
の
国
を
侵

略
し
て
資
源
を
得
よ
う
な
ん

て
思
う
べ
き
じ
ゃ
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
日
本
は
、
人

の
物
を
奪
っ
て
ま
で
し
て
自

分
が
よ
く
な
ろ
う
と
し
た
結

果
、
失
敗
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
戦
争
の
途
中
、
ア

メ
リ
カ
の
経
済
制
裁
で
石
油

が
手
に
入
ら
な
く
な
り
、
無

謀
と
知
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ

カ
の
真
珠
湾
を
攻
撃
し
ま
し

た
。
で
も
、
石
油
が
な
く
て
、

戦
争
が
続
け
ら
れ
な
い
な
ら
、

そ
の
時
、
戦
争
な
ん
て
や
め

て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
国

か
ら
撤
退
し
て
東
南
ア
ジ
ア

も
侵
略
し
な
い
で
そ
の
ま
ま

で
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
途
中
で
失
敗
に

気
が
つ
い
た
と
き
、
や
め
る

勇
気
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
も
、
映
画
や
本
に

な
っ
た
り
し
て
、
真
珠
湾
攻

撃
の
事
は
今
で
も
人
々
に
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
現
地

校
で
も
勉
強
し
ま
し
た
。
そ

う
い
う
時
、
日
本
人
の
ハ
ー

フ
で
あ
る
私
は
、
な
ん
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
何
も
言
わ
な
い

け
ど
、
少
し
居
心
地
が
悪
い

で
す
。
で
も
、
日
本
語
学
校

の
授
業
や
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
知
識

を
得
て
、
日
本
か
ら
の
視
点

も
理
解
し
ま
し
た
が
、
や
っ

ぱ
り
日
本
は
も
っ
と
早
く
降

伏
し
て
最
初
か
ら
戦
争
を
始

め
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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浜
辺
が
見
え
る
眺
め
の
い
い
所
に
あ
る
別
荘
を
、
和
室

風
の
ア
ー
ト
イ
ン
テ
リ
ア
に
改
装
し
た
。バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ハ
ウ
ス
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
の
家
で
、最
も
重
要
な
の
は
、

や
は
り
朝
晩
の
寝
起
き
。
自
然
を
満
喫
し
、
ま
さ
に
仕
事

を
忘
れ
ら
れ
る
大
切
な
居
住
空
間
と
言
え
る
。

　

障
子
を
窓
に
施
工
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
と
壁

の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
透
明
感
の
あ
る
雰

囲
気
を
出
し
た
。
障
子
の
本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ

し
い
光
で
、
和
を
感
じ
な
が
ら
自
然
な
生
活
を
堪
能
で
き

る
。

　
　
た
た
み
を
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
に
使
っ
た
ベ
ッ
ド

 　

た
た
み
を
ベ
ッ
ド
フ
レ
ー
ム
に
使
っ
た
、
た
た
み
ベ
ッ

ド
。
た
た
み
は
床
の
上
に
置
く
︵
敷
く
︶
薄
い
タ
イ
プ
の

和
紙
畳
。
見
た
目
は
伝
統
的
な
イ
グ
サ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
な
い
が
、
汚
れ
、
日
焼
け
、
カ
ビ
に
強
く
、
耐
久
性
は

イ
グ
サ
の
３
倍
。
破
れ
な
い
加
工
が
さ
れ
た
和
紙
︵
強
化

和
紙
︶
で
、
防
火
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
紙
に
慣
れ
て

な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。
Ｕ
Ｓ
防
火
加

工
済
。
薄
い
形
状
で
、
敷
く
だ
け
で
、
日
差
し
が
強
い
と

こ
ろ
や
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
で
乗
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
で
の

使
用
に
ピ
ッ
タ
リ
。
部
屋
の
照
明
は
、
耐
火
性
和
紙
の
内

部
照
明
で
、
自
然
と
や
わ
ら
か
さ
を
感
じ
る
照
明
。

　

費
用
は
畳
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
が
16
枚
分
で
、
お
よ

そ
４
０
０
０
ド
ル
位
か
ら
、
和
紙
照
明
も
４
０
０
ド
ル
位

か
ら
特
注
で
製
作
。
コ
ー
ヒ
ー
テ
ー
ブ
ル
は
ジ
ョ
ー
ジ
ナ

カ
シ
マ
。
和
紙
素
材
は
本
物
の
和
紙
、
強
化
フ
ィ
ル
ム
、

Ｕ
Ｓ
防
火
加
工
、
工
期
は
３
か
月
か
ら
半
年
。

ビ
ー
チ
を
眺
め
る
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
の
目
覚
め

写真プレシャスピース提供。問い合わせ　info@precious-piece.com　小平さん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
不
動
産
を

探
す
人
も
、
物
件
を
手
放
す
人

も
、
不
動
産
仲
介
業
者
を
通
す

と
不
動
産
価
格
の
上
昇
に
伴

い
、
不
動
産
手
数
料
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
不

動
産
仲
介
業
者
に
と
っ
て
は
、

賃
貸
物
件
に
関
し
て
は
手
数
料

収
入
の
増
収
増
益
に
繋
が
っ
て

い
る
た
め
、
大
き
な
商
機
を
迎

え
て
い
る
。

　

通
常
、
仲
介
手
数
料
は
家
賃

の
1
か
月
分
か
ら
年
間
家
賃
の

約
15
％
だ
が
、
時
に
は
そ
れ
以

上
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
６
月

30
日
付
ゴ
ッ
サ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス

に
よ
る
と
、
昨
年
秋
に
オ
ー
ル

バ
ニ
で
提
出
さ
れ
た
州
レ
ベ
ル

の
法
案
で
チ
ー
・
オ
ッ
セ
市
議

会
議
員
は
、
従
来
の
法
案
と
は

異
な
る
法
案
を
提
出
し
た
。
仲

介
手
数
料
の
上
限
を
家
賃
の
1

か
月
分
と
し
た
キ
ー
ス
・
パ
ワ

ー
ズ
議
員
の
２
０
１
９
年
の
提

案
と
は
異
な
り
、
オ
ッ
セ
氏
の

法
案
は
、
借
主
で
あ
れ
貸
主
で

あ
れ
、
仲
介
業
者
を
雇
っ
た
者

に
手
数
料
の
支
払
い
を
義
務
付

け
る
も
の
。﹁
仲
介
手
数
料
を

な
く
す
わ
け
で
は
な
く
、
ブ
ロ

ー
カ
ー
を
雇
っ
た
人
に
責
任
を

負
わ
せ
る
だ
け
だ
。
他
の
サ
ー

ビ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
個
人
が

仲
介
業
者
を
雇
え
ば
、
そ
の
人

が
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

だ
け
﹂。
大
家
と
仲
介
業
者
に

と
っ
て
、
オ
ッ
セ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
過
去
の
試
み
と
同
様
の
批

判
を
受
け
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産
協
会

の
広
報
担
当
者
、
サ
ム
・
ス
ポ

コ
ニ
ー
氏
は
、
同
協
会
は
オ
ッ

セ
氏
の
取
り
組
み
に
反
対
の
立

場
だ
。
オ
ッ
セ
氏
は
﹁
一
括
払

い
で
は
な
く
、
1
年
間
の
賃
貸

契
約
に
手
数
料
を
再
配
分
す
る

方
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
借
主

に
と
っ
て
は
、
初
月
の
家
賃
と

敷
金
に
15
％
の
年
会
費
を
上
乗

せ
し
て
支
払
う
よ
り
も
、
ハ
ー

ド
ル
は
低
く
な
る
﹂
と
す
る

が
、
不
動
産
の
専
門
家
で
バ
ル

ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
助
教
授
の
ソ

ニ
ア
・
ギ
ル
ブ
ク
氏
は
、
オ
ッ

セ
氏
の
法
案
は
借
主
に
は
有

利
、
貸
主
に
は
不
利
、
仲
介
業

者
に
は
不
利
に
な
る
と
予
想
し

て
い
る
。
オ
ッ
セ
氏
の
法
案
で

必
ず
し
も
賃
貸
支
払
い
総
額
が

安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
借

主
が
年
末
に
再
交
渉
す
る
際
に

は
、
リ
ー
ス
料
が
高
く
固
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
借
主
の
方
が

不
利
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
だ
。
不
動
産
価
格
が
高
騰
し

た
こ
と
で
、
賃
貸
物
件
に
入
居

す
る
た
め
の
準
備
資
金
は
同
じ

４
か
月
分
で
も
、
３
年
前
と
は

同
一
物
件
で
も
金
額
が
大
幅
に

上
昇
し
て
い
る
。
不
動
産
業
者

に
と
っ
て
は
歓
迎
す
べ
き
追
い

風
だ
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
が

依
然
と
し
て
高
水
準
で
売
買
市

場
が
冷
え
込
ん
で
い
る
現
在
、

賃
貸
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
活
況
の
う

ち
に
需
要
を
取
り
込
も
う
と
郊

外
で
は
大
型
賃
貸
住
宅
の
建
設

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

不
動
産
会
社
は
賃
貸
増
益

物
件
高
騰
で
仲
介
手
数
料
が
増
額

郊
外
賃
貸
物
件
建
設
に
拍
車

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
mailto:info@precious-piece.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
公
園
局
の

メ
ー
ガ
ン
・
ラ
ロ
ー
広
報
担
当

官
に
よ
る
と
、
公
園
管
理
局
は

ビ
ー
チ
や
公
共
プ
ー
ル
を
監
視

す
る
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
約
６
５
０

人
を
雇
用
し
た
。
こ
れ
は
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
に
同
局
が
雇
っ

て
い
た
と
さ
れ
る
１
４
０
０
人

の
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
に
は
遠
く
及

ば
ず
、
昨
年
の
夏
に
雇
わ
れ
て

い
た
９
０
０
人
よ
り
も
数
百
人

少
な
い
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ク
ロ

ト
ナ
・
プ
ー
ル
と
ク
イ
ー
ン
ズ

の
フ
ォ
ー
ト
・
ト
ッ
テ
ン
・
パ

ー
ク
・
プ
ー
ル
が
閉
鎖
。
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ス

タ
テ
ン
島
で
5
つ
の
プ
ー
ル
閉

鎖
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
こ
れ
ら

の
閉
鎖
が
ラ
イ
フ
・
ガ
ー
ド
の

不
足
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か

の
問
い
合
わ
せ
に
は
、
同
局
は

答
え
て
い
な
い
。
他
の
2
つ
の

プ
ー
ル
、
ヴ
ァ
ン
・
コ
ー
ト
ラ

ン
ド
・
プ
ー
ル
と
ベ
イ
サ
イ
ド

の
幼
児
用
ミ
ニ
プ
ー
ル
、
マ
リ

ー
・
キ
ュ
リ
ー
は
機
械
的
な
問

題
で
閉
鎖
さ
れ
た
。
人
手
不
足

で
プ
ー
ル
に
入
れ
る
人
が
制
限

さ
れ
る
夏
と
な
り
そ
う
だ
。

　

公
園
局
は
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー

に
遊
泳
開
始
し
た
市
の
14
マ
イ

ル
の
ビ
ー
チ
は
﹁
こ
の
夏
も
完

全
な
人
員
配
置
を
維
持
す
る
﹂

と
述
べ
て
い
る
。
ラ
ロ
ー
氏
に

よ
る
と
、
市
は
不
足
を
打
開
す

る
た
め
、
7
月
い
っ
ぱ
い
経
験

豊
富
な
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
の
再
雇

用
を
続
け
る
と
い
う
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
以
来
、
全
米
の
都
市
が

十
分
な
数
の
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
を

確
保
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る

が
、
Ｎ
Ｙ
公
園
管
理
局
で
は
、

春
に
始
ま
っ
た
16
週
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
ラ
イ
フ
ガ
ー

ド
を
訓
練
す
る
よ
う
、
異
例
の

厳
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め

た
。
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、

２
０
２
１
年
に
調
査
局
に
よ
っ

て
調
査
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド

の
監
督
者
を
代
表
す
る
労
働
組

合
を
通
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
。
市
は
、
赤
十
字
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
よ
う
な
信
頼
で
き
る
訓
練

組
織
に
よ
る
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
の

外
部
認
定
を
受
け
入
れ
て
い
な

い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
と
指
摘

す
る
声
も
あ
る
。
ま
た
、
ラ
イ

フ
ガ
ー
ド
組
合
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ 

が
結
成
し
た
、
人
員
不
足
の
危

機
に
対
処
す
る
た
め
の
タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
へ
の
招
待
に
も
応
じ

て
い
な
い
。

　

夏
の
繁
忙
期
を
前
に
、
Ｎ
Ｙ

Ｃ
フ
ェ
リ
ー
は
週
末
と
祝
日
の

ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
航
路
の
改
善

と
、
予
約
チ
ケ
ッ
ト
と 

﹁
ロ
ッ

カ
ウ
ェ
イ
・
ロ
ケ
ッ
ト
﹂
の
復

活
を
発
表
し
た
。
7
月
1
日
か

ら
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
ま
で

の
ビ
ー
チ
行
き
と
午
後
3
時
か

ら
午
後
8
時
ま
で
の
ビ
ー
チ
帰

り
の
週
末
と
祝
日
の
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
イ
・
フ
ェ
リ
ー
の
予
約
が
可

能
に
な
っ
た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
区

の
ド
ノ
バ
ン
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
区

長
は
声
明
で
﹁
夏
の
ロ
ッ
カ
ウ

ェ
イ
ほ
ど
良
い
場
所
は
あ
り
ま

せ
ん
。
水
路
を
上
手
に
利
用
す

る
こ
と
は
、
気
候
に
優
し
い
賢

明
な
政
策
で
あ
り
、
交
通
シ
ス

テ
ム
が
提
供
で
き
る
最
も
楽
し

い
旅
行
﹂
と
話
す
。

　

高
価
格
の
チ
ケ
ッ
ト
は
乗
船

を
保
証
し
、
迅
速
な
列
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
。
し
か

し
、
各
船
舶
の
ほ
と
ん
ど
の
ス

ポ
ッ
ト
は
自
由
席
の
ま
ま
で
あ

り
、
通
常
運
賃
4
ド
ル
、
ま
た

は
10
枚
パ
ッ
ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン

の
一
部
と
し
て
購
入
し
た
場
合

は
２
７
５
ド
ル
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
9
月
4
日
に
終
了
す

る
。
こ
の
夏
の
週
末
と
祝
日
に

は
、
ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
行
き
の
船

が
1
隻
増
便
さ
れ
、
25
％
の
増

便
と
な
る
。

ライフガード足りない
NY 市営プール閉鎖相次ぐ
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シ
ョ
パ
ン
の
学
ん
だ
音
楽
院

で
シ
ョ
パ
ン
の
失
恋
に
思
い

を
馳
せ
た
後
︵
笑
︶
、Park 

Łazienki K
rólew

skie 
(R

oyal Łazienki Park ) 

を
目
指
す
。
こ
こ
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
王
家
の
夏
の
離
宮
で
あ

る
。
川
の
真
ん
中
に
綺
麗
な
白

い
宮
殿
が
あ
る
の
だ
。

　

G
oogleM

ap

に

よ

る

と
、

電
車
で
行
け
る
と
言
う
の
で
、

駅
で
係
の
女
性
か
ら
切
符
を
買

お
う
と
す
る
と
、
そ
れ
は
ト
ラ

ム
に
乗
る
ん
だ
と
言
う
。
な
る

ほ
ど
と
思
い
ト
ラ
ム
駅
を
探
す

が
、
え
ら
く
遠
い
。
道
行
く
人

に
聞
い
て
み
る
と
、
そ
れ
は
別

の
電
車
で
す
ぐ
そ
こ
に
駅
が
あ

る
と
い
う
。
確
か
に
別
の
駅
が

見
え
る
。
切
符
を
買
っ
て
ホ
ー

ム
に
行
く
が
ど
ち
ら
の
ホ
ー
ム

な
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な

い
。
電
車
を
降
り
て
き
た
女
性

に
尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
バ
ス
に

乗
る
ん
だ
と
い
う
。
堪
忍
袋
の

緒
が
切
れ
た
私
は
、
そ
の
場
で

U
ber

を
呼
ん
だ
。
す
ぐ
に
来

て
く
れ
て
目
指
す
宮
殿
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
15
分
ほ
ど

の
ド
ラ
イ
ブ
で
な
ん
と
料
金
は

２
ド
ル
37
セ
ン
ト
。
安
く
な
い

か
い
？
旅
先
で
は
、
自
分
で
行

き
方
を
探
し
て
行
く
こ
と
に
価

値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
私
に

は
邪
道
に
思
え
る
が
、
こ
の
便

利
さ
は
救
世
主
で
あ
る
。
し
か

も
景
色
が
よ
く
見
え
る
。
短
い

滞
在
期
間
を
有
効
に
利
用
す
る

に
はU

ber

は
便
利
だ
。

　

午
後
の
美
し
い
光
が
指
す
林

の
中
を
抜
け
る
と
川
が
あ
り
、

真
ん
中
に
白
い
宮
殿
が
建
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
夏
の
離
宮
で
あ

る
。
ロ
ッ
カ
ー
も
係
員
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
の
に
、
チ
ケ
ッ

ト
は
タ
ダ
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ト
リ
ッ
プ
の
学
生
が
多
く
て

少
し
興
醒
め
だ
が
。

　

素
晴
ら
し
い
！
と
言
い
た
い

が
、
実
は
こ
こ
ま
で
城
を
見
て

き
て
い
る
私
は
建
築
費
用
を
削

減
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

ず
、
壁
の
模
様
を
筆
で
描
い
て

い
る
。
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で

は
、
こ
れ
が
色
の
異
な
る
大
理

石
の
組
み
合
わ
せ
で
作
ら
れ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
ベ
ル
サ
イ
ユ

に
は
２
つ
の
離
宮︵
グ
ラ
ン
ド
・

ト
リ
ア
ノ
ン
と
プ
テ
ィ
・
ト
リ

ア
ノ
ン
︶
が
あ
り
、
大
き
さ
も

質
感
も
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。

し
か
も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
フ
ラ

ン
ス
の
模
倣
で
あ
る
。
こ
れ
は

高
校
の
世
界
史
の
教
科
書
で
、

絶
対
王
政
を
確
立
し
た
フ
ラ
ン

ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
と
な

り
、
貴
族
の
共
通
語
は
フ
ラ
ン

ス
語
と
な
り
、
至
る
所
に
ベ
ル

サ
イ
ユ
を
模
し
た
宮
殿
が
建
て

ら
れ
た
と
習
っ
た
通
り
で
あ
っ

た
。
宮
殿
の
前
の
水
辺
は
、
パ

リ
郊
外
の
王
宮
、
ラ
ン
ブ
イ
エ

︵Lam
buillet

︶
を
彷
彿
さ
せ

る
。
そ
れ
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。

こ
の
国
王
、
娘
を
ル
イ
15
世
に

嫁
が
せ
た
の
だ
。

　

水
辺
に
２
羽
の
孔
雀
が
い

た
。
一
つ
は
真
っ
白
で
非
常
に

美
し
い
。
流
石
に
人
々
の
目
を

惹
き
写
真
を
撮
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
奥
の
林
に
進
む
。
林
の

中
に
小
さ
な
真
っ
四
角
の
建
物

が

あ

る
。W

hite Pavilion

と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
中

に
ル
イ
16
世
の
弟
と
マ
リ
ー
ア

ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
唯
一
生
き
残

っ
た
娘
、
マ
リ
ー
テ
レ
ー
ズ
が

革
命
中
に
亡
命
し
て
い
た
館
の

は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
一
家
は

補
助
金
と
安
全
を
求
め
て
転
々

と
し
て
お
り
、
こ
こ
の
滞
在
は

長
く
は
な
か
っ
た
。
ベ
ル
サ
イ

ユ
で
生
ま
れ
育
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
狭
く
寂
し
く

思
え
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
ス
タ

ニ
ス
ワ
フ
１
世
が
王
位
を
追
わ

れ
た
時
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
王

が
彼
を
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
で
匿

っ
て
い
た
。
親
戚
同
士
の
助
け

合
い
だ
。

　

傾
き
始
め
た
午
後
の
太
陽
に

照
ら
さ
れ
た
林
は
美
し
い
。
更

に

歩

く

とO
ld O

rangery

が
あ
る
。
オ
レ
ン
ジ
を
栽
培
す

る
と
こ
ろ
、即
ち
温
室
で
あ
る
。

太
陽
光
を
最
大
限
に
取
り
入
れ

る
た
め
に
、
南
向
き
の
横
長
の

建
物
は
一
面
ガ
ラ
ス
張
り
で
豪

華
で
あ
り
な
が
ら
居
心
地
が
良

さ
そ
う
だ
。O

ld

と
名
が
つ
く

だ
け
あ
っ
て
、
オ
レ
ン
ジ
の
栽

培
か
ら
ロ
イ
ヤ
ル
の
劇
場
、
鏡

の
部
屋
の
ご
と
く
大
き
な
回
廊

に
模
様
替
え
し
て
い
る
。
こ
の

宮
廷
の
中
で
は
一
番
の
見
ど
こ

ろ
だ
と
思
う
。
い
い
ぞ
ポ
ー
ラ

ン
ド
！

　

日
が
暮
れ
る
に
は
ま
だ
時
間

が
あ
る
。
今
度
は
バ
ス
に
挑

戦
。O

ld T
ow

n

に
出
か
け

る
。
そ
こ
に
は
、
離
宮
な
ら
ぬ

本
拠
地
の
宮
殿
が
あ
り
、
古
い

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
近
世
の
歴
史
が

あ
る
。
今
度
は
き
ち
ん
と
調
べ

る
こ
と
が
で
き
て
バ
ス
に
乗
っ

た
。
先
ほ
ど
買
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト

で
眠
っ
て
い
た
チ
ケ
ッ
ト
が
使

え
た
。

　

地
下
鉄
だ
と
景
色
が
見
れ

な
い
が
、
バ
ス
は
沿
線
の
景

色
が
わ
か
る
か
ら
そ
れ
だ
け

で
観
光
に
な
る
。
道
中
は
目

抜
き
通
り
を
一
望
で
き
非
常

に
嬉
し
か
っ
た
。
写
真
で
見

たO
ld T

ow
n

が
見
え
て
き

た
の
で
、
急
い
で
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
の

ボ
タ
ン
を
押
す
。
が
、
バ
ス
は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
っ
て
し
ま

っ
た
。
仕
方
な
い
の
で
、
歩

い
て
戻
ろ
う
と
す
る
と
、
そ

こ
に
看
板
が
あ
る
。﹁Pałac 

M
łodziejow

skich

﹂、
な

ん
と
若
き
シ
ョ
パ
ン
が
最
初
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

っ
た
宮
殿
だ
そ
う
だ
。
災
い
転

じ
て
福
と
な
す
。
バ
ス
が
走
り

す
ぎ
て
く
れ
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。

　

王
宮
前
の
広
場
に
着
く
。
色

と
り
ど
り
の
御
伽
の
国
の
よ
う

な
建
物
が
建
ち
並
ぶ
。
先
ほ
ど

旅
の
味
方Zabka

で
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
買
っ
て
王
宮
を
外
か

ら
眺
め
な
が
ら
食
べ
た
。
が
、

見
学
す
る
に
は
少
し
時
間
が
遅

い
。
王
宮
は
後
日
に
し
て
今
日

は
退
散
す
る
こ
と
に
し
た
。
先

ほ
ど
覚
え
た
バ
ス
で
最
寄
駅

FO
K

U
SA

I

で
降
り
る
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
魅
力
に
溢
れ
る
美
し
い
街

で
あ
っ
た
。︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
９
話　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
亡
命
先

https://america-keitai.com/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
! !
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
運
営
す

る 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン

は
、
今
月
も
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
番
組
が
追
加
さ
れ
る
。　
　

　

ド
ラ
マ
は
、
池
井
戸
潤
の
異

色
作
を
主
演
・
中
村
倫
也
で
ド

ラ
マ
化
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
﹁
ハ

ヤ
ブ
サ
消
防
団
﹂、
大
人
気
漫

画
を
主
演
・
生
田
斗
真
で
ド
ラ

マ
化
し
た
﹁
警
部
補
ダ
イ
マ
ジ

ン
﹂
、
目
黒
蓮
主
演
の
﹁
ト
リ

リ
オ
ン
ゲ
ー
ム
﹂、
松
岡
茉
優

主
演
、
新
時
代
の
サ
ス
ペ
ン
ス

学
園
ド
ラ
マ
﹁
最
高
の
教
師
１

年
後
、私
は
生
徒
に
■
さ
れ
た
﹂

の
新
ド
ラ
マ
が
日
本
と
同
時
期

配
信
ス
タ
ー
ト
。

　

映
画
は
、
三
浦
春
馬
主
演
、

日
本
の
未
来
を
切
り
開
い
た

男
・
五
代
友
厚
の
知
ら
れ
ざ
る

壮
大
な
歴
史
青
春
群
像
劇
﹁
天

外
者
﹂、T

A
K

A
H

IR
O

、
市

原
隼
人
、
岡
田
義
徳
が
3
人
の

織
田
信
長
に
扮
し
た
戦
国
ド
ラ

マ
﹁
3
人
の
信
長
﹂、
自
分
の

世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
て
生
き
る

三
兄
妹
が
心
を
開
い
て
家
族
の

き
ず
な
を
深
め
る
ま
で
を
描
く

﹁
ト
イ
レ
ッ
ト
﹂
が
追
加
。

　

視
聴
料
は
月
額
９
ド
ル
99
セ

ン
ト
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

が
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ

ス
で
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
で

い
つ
で
も
楽
し
め
る
。
番
組

１
話
分
の
無
料
視
聴
も
あ
る
。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

dlibjapan.net/

ドラマや映画を解説

d ライブラリジャパン
7 月も新番組追加

ハヤブサ消防団

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
独
立
記
念

日
恒
例
の
花
火
大
会
﹁
第
47
回

メ
ー
シ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ス
・
オ

ブ
・
ジ
ュ
ラ
イ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ワ
ー
ク
ス
﹂
が
４
日
夜
、
イ
ー

ス
ト
リ
バ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
式
典
は
特
に
、
５
月
24

日
に
死
去
し
た
ロ
ッ
ク
の
女
王

テ
ィ
ナ
・
タ
ー
ナ
ー
さ
ん
を
称

え
、
カ
ス
ケ
ー
ド
効
果
を
利
用

し
た
金
色
の
光
が
イ
ー
ス
ト
・

リ
バ
ー
上
１
マ
イ
ル
以
上
を
照

ら
し
た
。

　

 

花
火
は
、
イ
ー
ス
ト
・
リ

バ
ー
の
東
26
〜
40
丁
目
に
停
泊

す
る
５
艘
の
艀
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。
こ
の
模
様
は
、
Ｎ
Ｂ

Ｃ
が
生
放
送
し
、
同
社
傘
下
の

オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス

の
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
配
信
し
た
。

　
　

　︵
写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

独立記念日
祝う花火咲く

イーストリバー
　

グ
ラ
ミ
ー
賞
を
11
回
受
賞
し

た
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
の
歌
手
、

作
曲
作
詞
家
で
女
優
で
あ
り
、

２
０
１
１
年
に
は
東
日
本
大
震

災
の
被
害
者
に
﹃T

he Story 
O

f U
s

﹄
の
デ
ジ
タ
ル
・
セ
ー

ル
売
り
上
げ
を
寄
付
し
た
社
会

貢
献
家
で
も
あ
る
テ
イ
ラ
ー
・

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
﹃
ス
ト
ー
リ

ー
テ
ラ
ー　

︵Storyteller

︶﹄

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
展
示
が
、

ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
美
術

館
︵
Ｍ
Ａ
Ｄ
、
コ
ロ
ン
バ
ス

サ

ー

ク

ル

２

番

地
、

電

話

２
１
２
・
２
９
９
・
７
７
７
７
︶

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

  

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
育
ち

10
歳
に
満
た
な
い
頃
か
ら
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
ー
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
興
味
を
持
ち
、
歌
と
演
技
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
そ
の
後
カ

ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
演

奏
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
﹃
星

条
旗
﹄
を
独
唱
し
た
ス
ウ
ィ
フ

ト
だ
が
、
11
歳
ご
ろ
ま
で
は
な

か
な
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
12
歳
の
頃
に
ギ
タ

ー
で
３
コ
ー
ド
の
弾
き
方
を
覚

え
、
作
曲
に
集
中
。
15
歳
で
Ｒ

Ｃ
Ａ
の
養
成
所
と
契
約
、
そ
の

後
最
年
少
の
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
てSO

N
Y

/A
T

V

と
契

約
し
た
。
19
歳
で
﹃
フ
ィ
ア
レ

ス
﹄
を
リ
リ
ー
ス
、
第
52
回
グ

ラ
ミ
ー
賞
で
は
４
冠
を
得
て
最

年
少
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
者
と

な
っ
た
。

  　

展
示
場
は
同
美
術
館
の
２

階
を
占
め
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
﹃
シ
ェ
イ
ク
・
イ
ッ
ト
・

オ
フ
﹄
か
ら
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
バ
レ
リ
ー
ナ
や
﹃
ア
イ
ベ
ッ

ト
ユ
ー
シ
ン
ク
ア
バ
ウ
ト
ミ

ー
﹄
の
深
紅
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
、
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
に

入
っ
た
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
ク

リ
ス
タ
ル
を
散
り
ば
め
た
ギ
タ

ー
が
い
か
に
も
テ
イ
ラ
ー
・
ス

ウ
ィ
フ
ト
と
い
う
印
象
が
あ

る
。
生
の
声
は
聞
こ
え
な
く
と

も
テ
イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の

パ
ッ
シ
ョ
ン
は
十
分
に
伝
わ
っ

て
来
る
。
９
月
４
日
ま
で
。
会

館
時
間
は
火
曜
〜
日
曜
。
午
前

10
時
〜
。
午
後
６
時
。
入
場

料
・
テ
イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ

ト
の
﹃
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー

︵Storyteller

︶﹄
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
展
示
に
限
り
、
大
人
、

子
供
、
シ
ニ
ア
は
25
ド
ル
、
９

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
約
30
分

の
案
内
付
き
は
１
人
45
ド
ル
。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、

写
真
も
︶

テ
イ
ラ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
展

Ｍ
Ａ
Ｄ
で
９
月
４
日
ま
で
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2023 年（令和 5 年）7 月 8 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(20  )

 EVENT　 
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス x Niku Fes ＠ Chelsea ＝
7/15　10:00 〜 18:00  Chelsea（6th Ave, 18 〜
20th St）今回はマンハッタンのチェルシーで「肉
フェス」として開催。和牛フィリーチーズステー
キ、神戸牛焼き鳥、東京フライドチキン、牛タ
ン串焼き、とんかつのほか、さまざまなストリー
トフードが楽しめる日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■バスチューユデー・セレブレーション＝ 7/16　
12:00 〜 17:00　Madison Ave, （59th to 63rd 
St、60th St, 5th to Madison Ave）フランス革命

（7/14）の始まりを祝う仏国民の日バスチュー
ユデーを NY でもストリートフェアで祝うイベ
ント。入場無料。
詳 細 は https://fi af.org/event/2023-07-bastille-
day/

MUSIC
■坂本龍一バーチャルリアリティコンサート

「KAGAMI（鏡）」＝ 7/9 まで延長　The Shed（545 
W 30th St.）今年 3 月に亡くなった坂本龍一さ
んの複合現実（VR）コンサート。観客は VR
ヘッドセットを装着し、坂本がピアノで演奏す
る様子や、音楽に合わせた立体的アートを会場
を歩きながら鑑賞できる。演奏曲は坂本の代表
作品「エナジーフロー」や「メリー・クリスマ
ス・ミスター・ロレンス」など全 10 曲。入場料：
一般 $38 〜、学生・シニア $33 〜。
詳細は https://theshed.org

THEATRE/DANCE
■スタジオジブリフェス2023＝11月まで　（全
米の指定映画館にて）　日本のアニメ制作会社
スタジオジブリが製作した長編アニメ映画を
紹介するイベント。7/9 と 7/11 は「風の谷の
ナウシカ（英語名 Nausicaä of the Valley of the 
Wind）」、7/10 と 7/12 は「天空の城ラピュタ

（Castle in the Sky）」が上映される。
詳 細 は https://www.fathomevents.com/series/
studio-ghibli-fest
■アメリカン・バレエ・シアター（ABT）公演「白
鳥 の 湖 」 ＝ 7/10 〜 7/15　Metropolitan Opera 
House（30 Lincoln Center Plaza）チャイコフ
スキーの音楽にのせて、悪魔の呪いで白鳥に姿
を変えられた王女オデットと、王子ジークフ
リートとの悲恋を描いた切なくも美しい物語を
メトロポリタン歌劇場の舞台で上演する。入場
料：$38 〜 $218
詳細は https://www.abt.org/

■ジャパン・ソサエティー（JS）主催、第 16
回「ジャパン・カッツ」＝ 7/26 〜 8/6　JS（333 
E 47th St.）北米最大の日本新作映画祭。今回
は 3 年ぶりに全ての作品を劇場にて上映。時代
劇から家族ドラマ、青春物語、コメディー、ス
リラー、ドキュメンタリーや実験映画まで幅広
いジャンルを取り揃え、全 29 作品を上映する。
入場料：一般 $18 〜、JS 会員 $14 〜、シニア・
学生・障がい者 $16 〜。オールアクセスパス
$300   詳細は https://japansociety.org/
■サマー・ムービーナイト＝金曜の日没後　
The Intrepid Sea, Air & Space Museum（46th 
St. & 12th Ave.）イントレピッド海上航空宇宙
博物館の甲板で、無料の映画上映会を開催する。
今年は 80 周年を記念し「船」をテーマにした
名作映画を集めて上映する。入場無料。午後 5
時ドアオープン、8 時半までに入場する。7/28
クリムゾン・タイド、8/25 トップガン：マーヴェ
リック。　
詳細は https://www.intrepidmuseum.org

, ART
　

■草間彌生の新作展覧会「I Spend Each Day 
Embracing Flowers」 ＝ 7/21 ま で　David 
Zwirner（519 W 19th St.）チェルシーの同ギャ
ラリーで 10 回目を迎える、日本を代表するアー
ティスト草間彌生の新作作品展。36 点の絵画、
巨大花やかぼちゃのインスタレーション、イン
フィニティーミラールーム（無限の鏡の間）を
展示する。入場無料。日・月休廊
詳細は https://www.davidzwirner.com
■アンディ・ウォーホル展「Thirty Are Better 
Than One」＝ 7/30 まで　Brant Foundation（421 
E 6th St.）ウォーホル作品最大のコレクターで
ブラント財団のピーター・ブラント氏により実
現した展覧会。「赤いエルビス（Red Elvis）」や
キャンベルスープ缶の絵をはじめ、ドローイン
グや彫刻、ポラロイド写真まで 100 点以上を展
示する。入場料：一般 $20、シニア $18、学生
$15　月・火休館　
詳細は https://www.brantfoundation.org/

　

日
本
食
と
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

の
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
︵
Ｎ
Ｙ
州
ヒ
ル
バ
ー
ン
、

オ
ー
ル
ド
ル
ー
ト
17
、
２
９
６

番
地
、296 O

ld R
oute 17 

H
illburn, N

Y
 10931

︶
は
、

恒
例
の
夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
８

月
６
日
︵
日
︶
午
後
２
時
か

ら
開
催
す
る
。
昨
年
同
様
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る

シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ

る
、
フ
ー
ド
や
お
酒
の
販
売
、

和
太
鼓
、
殺
陣
、
落
語
、
飴
細

工
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
氷
彫

刻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
氷
彫

刻
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
浴
衣
レ

ン
タ
ル
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
縁
日

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
射
的

や
ボ
ー
ル
掬
い
な
ど
の
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
。
参
加

に
あ
た
っ
て
は
、
入
場
チ
ケ
ッ

ト
大
人
20
ド
ル
、
子
供
︵
３
歳

〜
10
歳
︶
15
ド
ル
。(

チ
ケ
ッ

ト
に
は
サ
ン
ト
リ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
モ
ル
ツ
か
ソ
ー
ダ
が
１
杯
付

き)

。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

w
w

w
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tfujirestaurants.
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で
確
認
を
。

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
で

夏
祭
り
８
月
６
日

　

家
族
で
楽
し
め
る
﹁
七
夕
祭

り
﹂
が
８
日
︵
土
︶
午
後
６
時

30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
、
ア

ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ

る
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ル
ツ
公
園
の

イ
ー
ス
ト
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
︵
入

口
は
86
丁
目
と
イ
ー
ス
ト
エ
ン

ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
︶
で
開
催
さ
れ

る
。

　

Ｎ
Ｙ
混
声
コ
ー
ラ
ス
の
歌

声
で
始
ま
り
、
小
林
利
子
さ

ん
ら
に
よ
る
折
り
紙
、
彦
星

と
織
姫
の
紙
芝
居
、
盆
踊
り

が
行
わ
れ
る
。 

子
供
も
大

人
も
浴
衣
を
き
て
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
。
ま
た
、 T

he 
A

m
ateu

r A
stron

om
ers 

A
ssociation of N

Y

の

協

力
に
よ
り
望
遠
鏡
で
星
を
見
る

こ
と
も
で
き
る
。
お
弁
当
は
各

自
持
参
。
誰
で
も
参
加
可
能
。

雨
天
中
止
。 

楽しい
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追
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